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巻 頭 言

　

関係各位の皆様におかれましては、日頃より本県スポーツの振興に御尽力いただき、厚く御礼
申し上げます。

まずはじめに、熊本地震により被災された皆様に対し、心からお見舞い申し上げますとともに、
一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

さて、本年度の国民体育大会九州ブロック大会 31 競技は本県が中心となり開催されました。
この大会に向けて 2 年前より準備を始め、昨年には実行委員会を設立するなど計画的に進めて
まいりました。ところが、先に述べました熊本地震により、当初予定していたライフル射撃及び
クレー射撃会場での開催ができなくなりました。しかし、この緊急事態に際し、長崎県及び大分
県が快く会場使用を引き受けていただき、おかげを持ちまして大きな事故等もなく、無事に大会
が成功に終わったことに対し、御尽力いただいた全ての方々に心より感謝申し上げます。また、
本県の競技結果についても目標とする 40 種別を突破し、21 競技 40 種別が直通競技と併せて
本国体に出場いたしました。

そして、「2016 希望郷いわて国体」では選手・監督・コーチ・ドクター ･ トレーナー・本部
役員総勢 509 名が参加いたしました。結果としては、目標としていた天皇杯 30 位台を確保し
39 位。皇后杯は昨年度の最下位から順位を上げ 44 位という成績を残せたことは、携わってい
ただいた全ての方々の御尽力の賜物だと感じています。特に、カヌー競技、ボウリング競技、ウ
エイトリフティング競技につきましては、毎年安定した力を発揮していただき、本県の大きな得
点源となっていることに改めて感謝申し上げます。

既に九州ブロック大会アイスホッケー競技会が開催され、来年度の国民体育大会の戦いは始
まっております。来年度の「愛顔つなぐ　えひめ国体」において、本年度の天皇杯・皇后杯順位
を上回るためにも、九州ブロック大会長崎大会で本国体出場権を数多く獲得することが重要とな
ります。そして「愛顔つなぐ　えひめ国体」では、最後まであきらめない精神で「粘り」を発揮
していただきたいと思います。

結びとして、日頃よりスポーツをこよなく愛する県民の皆様、スポーツに携わっておられる皆
様、これからも本協会に対しまして、御支援・御協力をよろしくお願いいたします。

公益財団法人宮崎県体育協会

会  長 佐 藤 　 勇 夫
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平成28年度 公益財団法人 宮崎県体育協会役員
区　分 氏　　名 役職・所属団体名 区　分 氏　　名 役職・所属団体名

会長理事 佐 藤 　 勇 夫 株 式 会 社 宮 崎 銀 行 相 談 役 評議員 佐 藤 安 一 県 銃 剣 道 連 盟
副会長理事 野 﨑 伸 一 公益財団法人宮崎市体育協会長 〃 濵 上 紀 子 県 フ ェ ン シ ン グ 協 会

〃 廣 田 　 彰 県スポーツ指導者協議会会長 〃 那 須 　 司 県 ボ ー ト 協 会
〃 中 馬 光 久 県 カ ヌ ー 協 会 会 長 〃 野 村 光 秋 県 ア ー チ ェ リ ー 協 会
〃 塩 月 光 夫 宮崎ガス株式会社代表取締役会長 〃 橋 口 昭 彦 県 セ ー リ ン グ 連 盟

専務理事 川 﨑 重 雄 公益財団法人宮崎県体育協会 〃 富 永 喜 美 夫 県 ホ ッ ケ ー 協 会
理事 杉 元 雅 代 NPO法人東大宮スポーツクラブ事務局長 〃 深 水 憲 一 県 空 手 道 連 盟
〃 田 代 長 茂 県スポーツ推進委員協議会副会長 〃 久 保 貴 嗣 県 ス ケ ー ト 協 会
〃 原 田 種 英 県 ス ポ ー ツ 少 年 団 本 部 長 〃 佐 澤 　 勲 県 ス キ ー 連 盟
〃 串 間 敦 郎 一般財団法人宮崎県陸上競技協会理事長 〃 加 藤 泰 樹 県 な ぎ な た 連 盟
〃 永 田 　 健 宮 崎 日 日 新 聞 社 運 動 部 長 〃 末 安 純 平 県 カ ヌ ー 協 会
〃 尾 﨑 勝 博 県スポーツ医・科学委員会副委員長 〃 日 髙 俊 文 県 ボ ウ リ ン グ 連 盟
〃 谷 口 英 彦 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 会 長 〃 松 浦 牧 男 県 少 林 寺 拳 法 連 盟
〃 齋 藤 豊 光 県アイスホッケー連盟選手強化委員長 〃 吉 田 詔 一 県 四 半 的 弓 道 連 盟
〃 坂 元 憲 一 県 卓 球 協 会 副 会 長 〃 愛 甲 昭 彦 県 ゲ ー ト ボ ー ル 協 会
〃 原 口 宏 史 県 ボ ウ リ ン グ 連 盟 理 事 長 〃 図 師 文 明 県 ア イ ス ホ ッ ケ ー 連 盟
〃 矢 野 節 男 県 剣 道 連 盟 理 事 長 〃 窪 田 ひ と み 県 ミ ニ バ レ ー ボ ー ル 協 会
〃 鳥 居 敏 文 県 柔 道 連 盟 副 会 長 〃 菊 池 政 雄 県 グ ラ ウ ン ド・ ゴ ル フ 協 会
〃 伊 東 尊 見 県 水 泳 連 盟 名 誉 会 長 〃 兵 頭 三 郎 県 武 術 太 極 拳 連 盟
〃 高 橋 ユ キ ミ 県 ミ ニ テ ニ ス 協 会 会 長 〃 切 畑 孝 俊 県 ゴ ル フ 協 会
〃 本 田 達 弘 西 臼 杵 郡 体 育 協 会 副 会 長 〃 浜 山 恭 光 県 ト ラ イ ア ス ロ ン 連 合
〃 大 原 　 勉 児 湯 郡 体 育 協 会 会 長 〃 福 田 紀 行 県 綱 引 連 盟
〃 鶴 田 輝 夫 一般財団法人都城市体育協会副会長 〃 宮 川 泰 也 県 ミ ニ テ ニ ス 協 会
〃 福 添 忠 義 串 間 市 体 育 協 会 会 長 〃 押 川 福 繁 NPO 法 人 県 サ ー フ ィ ン 連 盟
〃 巣 立 勝 弘 県 中 学 校 体 育 連 盟 会 長 〃 松 下 國 英 県 パ ー ク ゴ ル フ 協 会

監事 村 吉 和 久 公益財団法人宮崎市体育協会専務理事 〃 松 永 須 美 子 県 エ ア ロ ビ ッ ク 連 盟
〃 東 長 達 也 元 県 立 学 校 事 務 長 会 会 長 〃 斉 藤 　 誠 公益財団法人宮崎市体育協会

評議員 湯 前 英 則 一般財団法人宮崎陸上競技協会 〃 保 田 篤 則 一般社団法人延岡市体育協会
〃 杉 村 隆 寿 県 水 泳 連 盟 〃 石 原 口 秀 樹 一般財団法人都城市体育協会
〃 相 星 正 人 県 バ レ ー ボ ー ル 協 会 〃 山 田 　 一 日 南 市 体 育 協 会
〃 井 料 田 豊 県 軟 式 野 球 連 盟 〃 堀 之 内 真 澄 小 林 市 体 育 協 会
〃 當 瀬 純 一 県 ソ フ ト テ ニ ス 連 盟 〃 瀧 井 　 修 日 向 市 体 育 協 会
〃 丸 田 哲 生 県 卓 球 協 会 〃 岡 留 　 浩 串 間 市 体 育 協 会
〃 重 信 和 行 県 弓 道 連 盟 〃 馬 渡 和 利 西 都 市 体 育 協 会
〃 宮 永 泰 宏 県ラグビーフットボール協会 〃 宮 田 弘 子 え び の 市 体 育 協 会
〃 戸 田 光 義 一般社団法人県サッカー協会 〃 松 岡 雄 三 児 湯 郡 体 育 協 会
〃 佐 多 裕 之 一般社団法人県バスケットボール協会 〃 甲 斐 哲 也 西 臼 杵 郡 体 育 協 会
〃 児 玉 俊 悟 県 柔 道 連 盟 〃 中 本 健 太 東 臼 杵 郡 体 育 協 会
〃 鎌 田 勝 敏 県 剣 道 連 盟 〃 蓬 原 正 嗣 北 諸 県 郡 体 育 協 会
〃 武 田 哲 郎 県 相 撲 連 盟 〃 末 永 　 充 西 諸 県 郡 体 育 協 会
〃 後 藤 憲 一 県 体 操 協 会 〃 田 中 俊 正 東 諸 県 郡 体 育 協 会
〃 勝 野 雄 一 郎 県 馬 術 連 盟 〃 三 浦 徹 也 県 高 等 学 校 体 育 連 盟
〃 水 久 保 春 好 県 ク レ ー 射 撃 協 会 〃 鬼 島 秀 晃 県 高 等 学 校 野 球 連 盟
〃 古 里 亜 夫 県 山 岳 連 盟 会 〃 長 友 正 明 県 中 学 校 体 育 連 盟
〃 押 川 尚 生 県 ソ フ ト ボ ー ル 協 会 〃 内 村 仁 子 県 レ ク リ エ ー シ ョ ン 協 会
〃 德 永 英 敏 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会 〃 城 野 豊 隆 県 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会
〃 秋 田 義 久 県 テ ニ ス 協 会 〃 帖 佐 悦 男 県体育協会スポーツ医・科学委員会
〃 田 代 　 均 県ウエイトリフティング協会 〃 甲 斐 裕 三 県 ス ポ ー ツ 施 設 協 会
〃 末 廣 芳 文 県 ハ ン ド ボ ー ル 協 会 〃 甲 斐 裕 二 公益財団法人みやざき観光コンベンション協会
〃 末 吉 龍 孝 県 自 転 車 競 技 連 盟 〃 宮 元 章 次 宮 崎 公 立 大 学
〃 渕 ノ 上 文 也 県 レ ス リ ン グ 協 会 〃 福 島 愼 也 県 小 学 校 体 育 連 盟
〃 川 崎 清 次 県 ラ イ フ ル 射 撃 協 会 〃 岡 留 辰 郎 県 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会
〃 荻 原 利 文 県 ボ ク シ ン グ 連 盟
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平成28年度
公益財団法人宮崎県体育協会 実施事業（4月〜10月）

4/ 6（水） 第1回県民総合スポーツ祭実行委員会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

4/ 7（木） 九州地区体育協会連絡協議会 宮崎観光ホテル

4/12（火） 平成28年度九州ブロック大会第3回常任委員会 KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室

4/15（金） 第1回スポーツ少年団中央大会実行委員会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

4/18（月） チャレンジマッチ第1回常任委員会 KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室

4/25（月） 平成28年度九州ブロック大会第2回実行委員会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

4/28（木） 加盟団体事務事業説明会・国体事務担当者会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

5/10（火） 第1回スポーツ少年団常任委員会・市町村本部長・事務担
当者会、スポーツ少年団中央指導者協議会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

5/12（木） 第2回県民総合スポーツ祭実行委員会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

5/13（金） 平成28年度九州ブロック大会競技団体会場地担当者合同会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

5/14（土） WAP第1期生認定式、競技体験① 宮崎県体育館

5/14（土）〜15（日） スポーツ少年団認定員養成講習会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

5/16（月） 第1回スポーツ医・科学委員会 宮崎県医師会館

5/17（火） 企画委員会
競技力向上対策委員会

KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室

5/20（金） 強化指定証交付式　第1回選手強化対策会議 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

5/21（土） WAP競技体験② 宮崎県体育館

5/22（日） 平成28年度九州ブロック大会
夏季大会カヌー競技（SW） 鹿児島県湧水町

5/23（月） 第1回普及委員会 KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室

5/27（金） 第1回総務委員会 KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室

6/ 6（月） 第2回スポーツ少年団中央大会実行委員会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

6/ 7（火） 第1回スポーツ指導者協議会理事会 KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室

6/08（水） チャレンジマッチ第3回競技部会 KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室

6/09（木） 第1回理事会 KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室

6/19（日） WAP競技体験③ 県電ホール、宮崎小学校

6/24（金） 定時評議員会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

6/25（土）〜26（日） 第7回宮崎チャレンジマッチ（ボクシング） 宮崎県体育館
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6/27（月） 平成 28 年度九州ブロック大会
夏季大会関係団体連絡会議

KIRISHIMA ヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所 2F 大会議室

6/30（木） 九州ブロック大会夏季大会団旗授与式 県企業局県電ホール

7/ 1（金） 第 2 回選手強化対策会議、国体出立会 ホテルニューウェルシティ 

7/ 2（土） WAP 競技体験④ 延岡市民体育館

7/ 3（日） スポーツ少年団中央大会開会式 KIRISHIMA ツワブキ武道館

7/ 9（土） WAP 競技体験⑤ KIRISHIMA ヤマザクラ県総合運動公園体育館

7/16（土）〜18（月） H28 九州ブロック大会夏季大会（8 競技） 各会場

7/23（土）〜24（日） H28 九州ブロック大会夏季大会（3 競技） 各会場

7/28（木） 平成 28 年度九州ブロック大会
秋季大会関係団体会議 KIRISHIMA ヤマザクラ県総合運動公園合宿所

8/ 1（月） 九州ブロック大会秋季大会団旗授与式 県庁講堂 

8/ 2（火） H28 九州ブロック大会事務局会議 県庁 4 号館

8/10（水）〜12（金） WAP 夏季合宿⑥⑦⑧ KIRISHIMA ツワブキ武道館
県青島青少年自然の家

8/17（水）〜21（日） H28 九州ブロック大会総合開会式・
秋季大会（16 競技） 各会場

8/22（月）〜24（水） ジュニア ･ リーダースクール 青島青少年自然の家

8/24（水）〜28（日） H28 九州ブロック大会秋季大会（5 競技） 各会場

9/ 2（金） 第 3 回スポーツ少年団中央大会実行委員会 KIRISHIMA ツワブキ武道館

9/5（月）〜11（日） いわて国体会期前
水球、オープンウォーター、競泳 各会場

9/15（木） チャレンジマッチ第 2 回常任委員会・総会 KIRISHIMA ヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所 2F 大会議室

9/21（水） 国体結団壮行式 県体育館

9/24（土） WAP 競技体験⑩ KIRISHIMA ツワブキ武道館

10/1（土）〜11（火） いわて国体 各会場

10/13（木） 第 2 回スポーツ指導者協議会理事会 KIRISHIMA ヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所 2F 大会議室

10/14（金） スポーツ少年団第 2 回常任委員会
スポーツ少年団中央指導者協議会 KIRISHIMA ツワブキ武道館大会議室

10/15（土） WAP 第 1 次オーディション（都城） 早水体育文化センター

10/16（日） WAP 第 1 次オーディション（延岡） 延岡市民体育館

10/21（金） 女性アスリート研修会① KIRISHIMA ツワブキ武道館大会議室

10/22（土） WAP 第 1 次オーディション（宮崎） 県体育館

10/23（日） WAP 競技体験⑪ KIRISHIMA ヤマザクラ県総合運動公園体育館

※WAPとは「ワールドアスリート発掘・育成プロジェクト」の略称です。
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　本県が主管県となり、平成 28 年度国民体育大会第 36 回九州ブロック大会が、県内 5 市 3 町、県外 4 市 1
町で開催されました。それに伴い、去る 8 月 19 日（金）、宮崎観光ホテルに於いて総合開会式が盛大に行わ
れました。
　本県の競技結果としては、九州代表権数を 40 種目獲得し目標を突破することができました。また本大会
を通して、10 年後に本県で開催される 2 巡目国体の礎になったことと思います。
　この大会に向け 2 年前より段階的に取り組み、御尽力いただいた関係競技団体、開催市町、関係機関の全
ての方々に心より感謝申し上げます。

河野知事の歓迎のことば

宮崎県の入場行進

選手宣誓者の野中選手【弓道成年女子】

佐藤会長のあいさつ

大分県から宮崎県への大会旗引継ぎ

プラカーダー宮崎日本大学高校の生徒さん

平成28年度国民体育大会
第36回九州ブロック大会 本県開催!



　公益財団法人宮崎県体育協会スポーツ功労賞・優秀賞・奨励賞・推進賞（平成 27 年度）の表彰式が、6 月 4
日（土）、KIRISHIMA ヤマザクラ宮崎県総合運動公園内「KIRISHIMA 木の花ドーム」において行われました。
　宮崎県体育協会表彰とは、多年にわたり本県体育・スポーツの普及・振興に寄与され、その功績の顕著な方
をスポーツ功労者として、また、国内外のトップレベルの大会で優秀な成績を収めた方をスポーツ優秀者として、
そして、国内外のトップレベルに準ずる優秀な成績をあげた方にスポーツ奨励者として、県民に感動を与え又は、
本県の発展に貢献された方をスポーツ推進者として表彰するものです。受賞者は以下のとおりです。

スポーツ功労賞（個人）

公益財団法人
宮崎県体育協会表彰

藤原　敏郎
宮崎陸上競技協会審判長

宮崎陸上競技協会審判長として、公正な
競技会運営に尽力した。

岩田　勝彦
前宮崎県柔道連盟理事長（故人）

前宮崎県柔道連盟理事長として、本県
柔道の普及・発展に貢献した。

西村　盛正
宮崎県レスリング協会副会長

県レスリング協会副会長として、本県
レスリングの普及・発展に貢献した。

佐藤　三夫
宮崎県アーチェリー協会理事兼競技運営部長

県協会運営部長として大会運営方法の確
立に尽力した。

川良　文弘
宮崎県グラウンドゴルフ協会理事

各種大会の企画運営に携わり親睦優和と
健康づくりに尽力した。 

染矢　儀傅
宮崎県軟式野球連盟審判部長

宮崎県軟式野球連盟審判長として、審判
技術の向上に貢献した。  

今堀　幸雄
宮崎県ソフトボール協会副理事長

県ソフトボール協会副理事長として本県
ソフトボールの発展に尽力した。

杉田　藤一
宮崎県銃剣道連盟都城支部長

永年にわたり、銃剣道における優秀な成
績を収め、選手育成にも尽力した。

松川　仁三
日南市空手道連盟理事

地区における空手道の普及・発展、指導
者育成に貢献した。

越口　皐月
宮崎県グラウンドゴルフ協会女性部部長

県下 28 支部を統括し、県協会女性部設
立に尽力した。  
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●スポーツ功労賞（14名/1団体）

村山　紘太
旭化成陸上競技部

●第 99 回日本陸上競技選手権大会男子
5,000m 優勝●2015 八王子ロングディ
スタンス男子 10,000m 27 分 29 秒 69
※日本新

鎧坂　哲哉
旭化成陸上競技部

● 第 99 回日本陸上競技選手権大会 男
子 10,000m 優勝● ナイト・オブ・ア
スレティックスヒューズデン・ゾルダー 
男子 5,000m 13 分 12 秒 63 ※日本新
●2015 八王子ロングディスタンス　 
男子 10,000m 27 分 29 秒 74 ※日本新

出口　和也
旭化成陸上競技部

● 第 99 回日本陸上選手権大会 男子
5,000m 第 3 位

河野　充志
九州共立大学陸上競技部

● 第 84 回日本学生陸上競技対校選手権
大会 男子やり投 第 3 位● 第 31 回日本
ジュニア陸上競技選手権大会 男子やり投 
優勝

中原　正樹
前宮崎県高等学校野球連盟会長

前県高野連会長として、本県高校野球強化
事業に取り組み、競技力向上に尽力した。

小西　常夫
宮崎県ソフトテニス連盟理事小学部部長

本県ソフトテニス連盟小学部部長として
各種大会の運営や選手の育成に尽力した。

佐々木　悟
旭化成陸上競技部

●第 69 回福岡国際マラソン選手権大会
(兼)第31回オリンピック競技大会(兼)
第 99 回日本陸上競技選手権大会 男子
マラソン 第 3 位

小田　義洋
宮崎県ソフトテニス連盟強化部長

本県ソフトテニス連盟強化部長として競
技力向上、選手の育成に尽力した。

岩嶋　泰彦
宮崎県ラグビーフットボール協会理事
総務委員会副委員長

永年にわたり、本県ラグビーフットボール
協会の組織基盤づくりに尽力した。

スポーツ優秀賞（個人）

スポーツ功労賞（団 体）

高岡町グラウンド・ゴルフ協会
グラウンドゴルフの普及振興と心身の健全な向上、会員相互の親睦優和に取り組んでいる模範団体である。
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川田　直諒
旭化成ソフトボール部

●第 14 回世界男子ソフトボール選手権
大会 アジア地区予選 優勝 ●第 14 回世
界男子ソフトボール選手権大会　第 5 位

中井　彩子
鹿屋体育大学

●全日本学生選手権トラック自転車競技
大会 インディヴィディアルパーシュート 
第 2 位 ● 全日本大学対抗選手権大会自
転車競技大会 インディヴィディアルパー
シュート 第 2 位 個人ロードレース 第 3 位

大野　かいり
宮崎産業経営大学

● 第 50 回全日本サーフィン選手権大会 
ウィンメンクラス 第 2 位●2015 日本
サーフィン連盟年間ランキング ウィンメ
ンクラス 第 4 位

指原　裕也
宮崎産業経営大学

●第 50 回全日本サーフィン選手権大会　
メンクラス 第 2 位●2015 日本サーフィン
連盟年間ランキング メンクラス 第 4 位

松田　丈志
セガサミーホールディングス

●FINA スイミングワールドカップ 2015
東京大会 男子 200m 自由形 第 6 位

矢野　秀幸
ヤノパワージム

●2015 年第 15 回世界マスターズ ベンチ
プレス選手権大会 優勝

松岡　真央
旭化成ソフトボール部

●第 14 回世界男子ソフトボール選手権
大会 アジア地区予選　優勝●第 14 回世
界男子ソフトボール選手権大会 第 5 位

米良　孝太
旭化成ソフトボール部

●第 14 回世界男子ソフトボール選手権
大会 アジア地区予選 優勝● 第 14 回
世界男子ソフトボール選手権大会 第 5 位

西村　拳
近畿大学　空手部

●第 59 回全日本学生空手道選手権大会 
男子個人組手 優勝

百合草　綾
日本サーフィン連盟宮崎支部

●第 50 回全日本サーフィン選手権大会
シニアウィンメンクラス 第 2 位●2015
日本サーフィン連盟年間ランキング 
シニアウィンメンクラス　第 4 位

竹ノ内　佑也
警視庁

● 第 16 回世界剣道選手権大会 団体戦
（先鋒）優勝 個人戦 第 2 位

廣田　彰
宮崎大学名誉教授

●第 32 回全日本シニアバドミントン選
手権大会 70 歳以上男子シングルス 優勝 
男子ダブルス　第 2 位●第 7 回世界シニ
アバドミントン選手権大会 70 歳以上
男子ダブルス 第 2 位

スポーツ優秀賞（団体）

日本サーフィン連盟宮崎支部
第 50 回全日本サーフィン選手権大会　団体　優勝

●スポーツ優秀賞（17名/1団体）
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宇都宮　亜依
宮崎銀行女子陸上部

● 第 70 回 九 州 陸 上
競 技 選 手 権 大 会 女 子
10,000m 優勝

本田　匠
旭化成延岡陸上部

● 第 70 回 九 州 陸 上
競 技 選 手 権 大 会 男 子
10,000m 優勝

清水　将也
旭化成延岡陸上部

● 第70 回 九 州 陸 上
競技選手権大会 男子
5,000m 優勝

スポーツ奨励賞（個人）

宮崎県空手道連盟
第 41 回全九州空手道選手権大会　成年男子組手団体戦　優勝

医療法人慶心会川越整形外科
国民体育大会へアスレティックトレーナーを 10 年以上派遣し、本県選手団の活躍に大きく貢献した。

南九州化学工業株式会社
ホッケー競技の練習会場としてグラウンドを提供し、本県ホッケー競技の普及・発展に大きく貢献した。

スポーツ奨励賞（団体）

スポーツ推進賞

●スポーツ奨励賞（3名/1団体）

●スポーツ推進賞（2団体）
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小玉　弘明
新光陸上（日南市)

松尾　裕司
明道（都城市）

畝原　寿雄
冠月館（日向市）

中山　伊知郎
FCバリエンテ

（三股町）

朝倉　覚
錬心舘三股支部

（三股町）

●日本スポーツ少年団指導者顕彰3名

●宮崎県スポーツ少年団功労賞（個人）5名

宮崎県スポーツ少年団
指導者表彰

日本スポーツ少年団
指導者顕彰

　平成28年度日本スポーツ少年団指導者表彰、宮崎県スポーツ少年団指導者・単位団表彰が、7月3日（日）
第 52 回宮崎県スポーツ少年団中央大会総合開会式で行われました。
　多年にわたり本県スポーツ少年団の発展に寄与され、その功績の顕著な方または団体に贈られたこの
表彰を、宮崎県スポーツ少年団原田種英本部長が表彰を行いました。

日本スポーツ少年団・県スポーツ少年団
指導者・単位団表彰

佐谷野　力
宮崎市スポーツ少年団本部

（宮崎市）

昭和 60 年から高岡町
スポーツ少年団事務局
長として宮崎市との合
併後は本部長としてス
ポーツ少年団の普及・
発展に寄与しました。

平角　達美
ななつばえ陸上スポーツ少年団

（日南市）

平成 2 年のななつばえ
陸上スポーツ少年団設
立から指導者として団
員の育成に努めながら、
日南市の陸上競技の普
及発展に尽力しました。

横山　富美夫
誠之館道場スポーツ少年団

（都城市）

昭和58 年から指導者
として少年団活動をと
おして団員の健全な育
成に努め、市スポーツ
少年団種目理事として
も尽力しました。
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ワールドボーイ（宮崎市）

五十市タイガース（都城市）

新光陸上（日南市）

潮見 VBC（宮崎市）

山田野球（都城市）

少林寺拳法三股（三股町）

宮崎県スポーツ少年団
単位団表彰

●宮崎県スポーツ少年団功労賞（団体）6団体
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日本男子柔道全階級でメダル !　井上康生監督の手腕が光る。

柔道競技　男子 100kg 級　　　　　　  羽賀龍之介　選手　　        　銅メダル
水泳競技　男子 800m リレー　　　　　 松田　丈志　選手              　銅メダル
サッカー競技  　　　　　　　　　　　　興梠　慎三　選手
ゴルフ競技　　　　　　　　　　　　　　大山　志保　選手
陸上競技　女子走り幅跳び　　　　　　  甲斐　好美　選手
ウエイトリフティング競技　56kg 級    　高尾　宏明　選手
ラグビー競技　7 人制女子　　　　　　   三樹　香奈　選手
柔道競技　審判員　　　　　　　　　　  大迫　明伸　国際審判員
水泳競技　パーソナルコーチ            　   久世由美子　コーチ

　8 年ぶりに宮崎県で開催された第 36 回九州ブロック国体において、21 競技 40 種目の代表権を獲得し、岩
手の地での活躍を予感させました。
　県勢の 31 競技に選手・監督ら 385 名が、応援してくださる県民の皆様に ｢元気｣ ｢勇気｣ ｢感動」を届ける
気持ちで戦いました。団体 7 競技 8 種別、個人競技 11 競技 49 種目で入賞。競技得点 368.5 点を獲得し、天
皇杯順位を 39 位としました。
　今大会には、リオデジャネイロ五輪で活躍した競泳の松田丈志選手やウエイトリフティングの高尾宏明選手が

「チーム宮崎の一員」として競技得点獲得に貢献しました。
　出場全選手が入賞し、過去最多の 106 点を稼ぎ出したカヌー競技をはじめ、「高校 6 冠」を達成した齋藤麗
王選手、初優勝の中垣龍汰朗選手を含む 8 人入賞のボクシング競技。卓球で本県初の準優勝に輝いた少年男子
県選抜など輝かしい活躍がありました。
　宮崎県代表として国民体育大会へ競技団体あげて本気度の高い取組が、九州ブロック突破の情報収集や独特
の戦術 ･ 戦略の工夫研究の成果として結果を出していることが伺える大会でありました。二巡目宮崎国体へ向
かって大いに期待が持てる大会となりました。
　東日本大震災や台風の被害の爪痕残る岩手県での開催でありました。復興への力強い取組を続けられている
岩手県民の皆様へ心より尊敬と感謝を申しあげます。

18 年間の選手生活の引退を国体で有終の美を飾る最後まで ｢チーム宮崎」の一員を貫いてくださいました

東日本大震災復興の架け橋　第71回国民体育大会
2016希望郷　いわて国体
天皇杯　第39位(768.5点)　皇后杯　第44位

リオデジャネイロ･オリンピックで本県関係者が大活躍
 ~選手・監督・コーチ・役員で10名が日本代表として出場~

ありがとう!  感謝!!  松田丈志選手、久世由美子コーチ

　リオ五輪（本県関係者）　　 　　　　
　 及び国民体育大会総括　　　　　　

宮崎県体育協会　専務理事　川㟢重雄（国民体育大会総監督）
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1. 総合成績（男女総合 : 天皇杯）

天皇杯得点　　768.5 点　　39 位　 　（昨年　707.5 点　42 位）
皇后杯得点　　440.5 点　　44 位　 　（昨年　334.5 点　47 位）

2. 成績の推移

3. 成年少年・男女別競技得点 （参加点 400 点を含まない）                                 　   　

4 . 競技種目別
(1)   団体競技

年 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
開催県 秋田 大分 新潟 千葉 山口 岐阜 東京 長崎 和歌山 岩手
順位 36 37 46 41 28 37 38 19 42 39

競技得点 419.0 389.0 232.5 329.5 519.0 394.5 378.0 601.0 307.5 368.5

平成 28 年 平成 27 年 増減（28-27）
成年男子 114.5

成 年 142.5
成年男子 171.0      

成 年 196.5
成年男子 △ 56.5

成 年 △ 54.0
成年女子    28.0    成年女子 25.5     成年女子 2.5
少年男子   158.5   

少 年 226.0
少年男子 82.0      

少 年 111.0
少年男子 76.5

少 年 115.0
少年女子      67.5 少年女子 29.0      少年女子 38.5

合　　計 368.5
男 子 273.0

合　　計 307.5
男 子 253.0      

合　　計 61.0
男 子 20.0

女 子   95.5 女 子 54.5      女 子 41.0

競　技 種　別 （所属等） 順　位 競技得点
卓　球 少年男子 選抜（内村、熊本、龐） 第2位 21.0

ソフトテニス 成年男子 選抜（鹿島、井口雄一、上村、井口雄介、中村） 第4位 25.0
サッカー 成年男子 選抜（ホンダロック、宮崎産経大他） 第5位タイ 20.0

剣　道
少年男子 選抜（多田、清家、野中、髙橋、山下） 第5位タイ 12.5
成年女子 選抜（中武、興梠、増田） 第5位タイ   7.5

バドミントン 成年男子 選抜（渡邊、春成、緒方） 第5位タイ   7.5
テニス 成年男子 選抜（染矢、小村） 第7位   6.0
ゴルフ 少年男子 選抜（中村、井戸川、吉行） 第7位タイ   3.0

7競技　8種別　男子7　女子1　昨年（　6競技　8種別　男子5　女子3　） 合 計（昨年） 102.5（137.0）

東日本大震災復興支援
第71回国民体育大会の結果



−14−

第212号　(平成28年12月)

−15−

（2）個人競技
競　技 種　別 選手名（所属) 順　位 競技得点

カヌー

成年男子 松　田（鹿屋体育大） 第8位 1.0

少年男子
横　山（宮崎商業高） 第2位、第5位   11.0
黒　木（宮崎商業高）・岡　原（宮崎大宮高） 第2位、第4位   36.0
石　川・溝　口（宮崎大宮高） 第6位     9.0

少年女子
谷　脇（宮崎大宮高） 第5位     4.0
籾　木・御手洗（宮崎商業高） 第3位、第5位   30.0
佐々木・津  曲・藤  崎・松  井（宮崎商業高） 第6位、第7位   15.0

計 106.0

ボクシング

成年男子

　森　（東京農業大） 第5位タイ 2.5
奥　田（東京農業大） 第5位タイ     2.5
押　川（東京農業大） 第5位タイ     2.5
神　崎（近畿大） 第5位タイ     2.5

少年男子

中　垣（日章学園高） 第1位     8.0
齋　藤（日章学園高） 第1位     8.0
井上彪（日章学園高） 第2位 　　7.0
吉　野（日章学園高） 第2位 　　7.0

計 40.0

ウエイト
リフティング

成年男子

高　尾（自衛隊体育学校） 第5位、第5位 8.0
青　野（日本大） 第3位 　　6.0
徳　永（日本体育大） 第6位、第7位 　　5.0
中　村（みやざき中央支援学校教員） 第6位  　 3.0

少年男子 宮　原（小林高） 第5位、第7位   　6.0
關　屋（小林秀峰高） 第8位 1.0

女子 内　門（早稲田大） 第8位 1.0
計 30.0

陸上競技

成年女子 清　山（いちご・宮交シティ） 第3位 6.0
近　藤（環太平洋大） 第4位タイ 4.5

少年男子
村　冨（日南高） 第3位 6.0
水久保（宮崎工業高） 第4位 5.0
田　中（小林高） 第8位 1.0

少年女子 下田平（小林高） 第6位 3.0
計 25.5

レスリング

成年男子 川　野（自衛隊体育学校） 第3位タイ 5.5
守　部（青山学院大） 第5位タイ 　　2.5

少年男子 　境　（宮崎工業高） 第3位タイ     5.5
日　髙（宮崎日大高） 第5位タイ     2.5

計 16.0

ライフル射撃
成年男子 持　永（いちご・宮交シティ） 第3位 6.0
成年女子 松　本（いちご・宮交シティ） 第3位、第6位 　　9.0

計 15.0

空手道 少年女子 八頭司（宮崎第一高） 第1位 8.0
宜　保（宮崎第一高） 第5位タイ 　　2.5

計 10.5

ボウリング
成年男子 大　山（大山解体）・加治佐（宮崎交通） 第8位 3.0
少年男子 小山田（宮崎北高）・北　里（宮崎大宮高） 第7位     6.0

計 9.0

水　泳 成年男子 松　田（セガサミーホールディングス） 第3位     6.0
計     6.0

馬　術 少年 瀬之口（宮崎大宮高） 第4位     5.0
計     5.0

自転車 少年男子 山　下（都城工業高） 第6位 　　3.0
計   　3.0

11競技　49種目　男子34　女子15　昨年（8競技　29種目　男子24　女子5） 合　計（昨年） 266.0（170.5）



−14− − 15−

第212号　(平成28年12月)

競　技 種　別 種　目 氏　名 所　属 結　果　・　記　録 結　果

陸上

成年男子

100m 本部　晃司 徳山大学 ･予選5組→10秒72（4位）・準決勝→10秒66（7位） 準決勝敗退
400m 野村　一輝 中京大学 ・予選3組→棄権 棄権
800m 八谷　弘樹 航空自衛隊 ・予選1組→1分52秒25（4位） 予選敗退
やり投 河野　充志 九州共立大学 ・決勝→記録なし 記録なし
走幅跳 戸髙　晋吾 岐阜経済大学 ・決勝→7m52（13位） 第 13 位

成年女子

100m 松田　優美
環太平洋大学

・予選2組→12秒18（3位）・準決勝1組→12秒14（5位） 準決勝敗退
400m 近藤　夏奈 ・予選2組→55秒92（2位）・決勝→55秒78（4位タイ） 第 4 位タイ

ハンマー投 メイン　桜 九州共立大学 ・決勝→51m93（16位） 第 16 位
100mH 清山ちさと いちご・宮交シティ ・予選3組→13秒84（1位）・決勝→13秒53（3位）※追風参考 第 3 位

少年
男子 A

100m 水久保漱至 宮崎工業高等学校 ・予選3組→10秒44（1位）※追風参考・準決勝2組→10秒53（2位）
・決勝→10秒69（4位） 第 4 位

400m
村冨浩太朗 日南高等学校

・予選1組→49秒03（5位） 予選敗退
400mH ・予選2組→53秒75（2位）・決勝→52秒72（3位） 第 3 位
5000m 田中　康靖 小林高等学校 ・決勝→14分5秒22（8位） 第 8 位
棒高跳 髙木　紘哉 宮崎工業高等学校 ・決勝→記録なし 記録なし

少年男子共通 三段跳 北林　涼馬 宮崎第一高等学校 ・決勝→14m06（15位） 第 15 位

少年男子 B
100m 北ノ薗敦也 宮崎工業高等学校 ・予選6組→11秒26（7位） 予選敗退
3000m 畦地　貴斗 小林高等学校 ・予選1組→8分43秒71（15位） 予選敗退

少年
女子 A

100m 田代なる実 宮崎商業高等学校 ・予選3組→12秒46（7位）※追風参考 予選敗退
3000m 吉薗　　栞 小林高等学校 ・決勝→10分1秒35（25位） 第 25 位
400mH 河野　志歩

宮崎商業高等学校
・予選4組→1分3秒13（3位）・準決勝1組→1分2秒21（6位） 準決勝敗退

走幅跳 川野　伶奈 ・決勝→5m31（22位） 第 22 位

少年女子共通
三段跳 川野　伶奈 ・決勝→11m44（20位） 第 20 位
1500m 下田平　渚 小林高等学校 ・予選1組→4分38秒78（4位）・決勝→4分24秒48（6位） 第 6 位

少年女子 B
100m

神田あやの 宮崎西中学校
・予選5組→12秒63（4位）・準決勝3組→12秒47（5位） 準決勝敗退

走幅跳 ・決勝→5m54（14位） 第 14 位
100mH 上之園結子

宮崎工業高等学校
・予選2組→14秒62（6位） 予選敗退

少年女子共通 円盤投 岡本　光生 ・決勝→36m10（12位） 第 12 位
成少男共通

4 × 100MR
宮崎選抜（水久保・平田・川添・本部） ・予選1組→41秒22（6位）・準決勝3組→40秒59（3位） 準決勝敗退

成少女共通 宮崎選抜（矢野・松田・田代・清山） ・予選1組→47秒06（5位）・準決勝1組→47秒11（6位） 準決勝敗退
水泳（水球） 少年男子 団体 宮崎県選抜 ・1回戦→宮崎県5-29埼玉県 1 回戦敗退

水泳
（競泳）

成年男子 400m 自由形 松田　丈志 セガサミーホールディングス（株） ・予選2組→3分54秒75（1位）・決勝→3分51秒12（3位） 第 3 位
成年女子 100m バタフライ 大木場真由 鹿屋体育大学 ・予選1組→1分2秒20（7位） 予選敗退

少年男子 A
200m 背泳ぎ 門田　凌我 宮崎南高等学校 ・予選3組→2分6秒56（5位） 予選敗退
100m 自由形

渕　　雅顕 宮崎学園高等学校
・予選1組→53秒14（2位） 予選敗退

400m 自由形 ・予選2組→4分7秒76（6位） 予選敗退
少年男子 B 100m 平泳ぎ 吉田　拓斗 妻ヶ丘中学校 ・予選2組→1分5秒66（6位） 予選敗退

少年男子 A
800mR 宮崎県選抜（渕・菊池・内田・門田） ・予選2組→7分55秒79（7位） 予選敗退

400m メドレー R 宮崎県選抜（門田・立山・菊池・渕） ・予選1組→3分54秒07（6位） 予選敗退
水泳（オープ
ンウォーター） 男子 男子 5㎞ 節政　健一 旭化成ファインケム ・決勝→1時間17分24秒3（38位）タイム・順位は参考 第 38 位※参考

サッカー
成年男子

団体 宮崎県選抜
・1回戦→宮崎県1-0山梨県・準々決勝→宮崎県0-1静岡県 第 5 位タイ

少年男子 ・1回戦→宮崎県1-0香川県・2回戦→宮崎県2-3広島県 2 回戦敗退

テニス
成年男子

団体
宮崎県選抜（染矢・小村）

・1回戦→宮崎県2-0京都府・2回戦→宮崎県2-0山形県
・準々決勝→宮崎県0-2長野県・順位決定戦→宮崎県1-2大阪府
・7・8位決定戦→宮崎県2-0神奈川県

第 7 位

少年男子 宮崎県選抜（畑中・小泉） ・2回戦→宮崎県0-2岩手県 2 回戦敗退
少年女子 宮崎県選抜（坂本・東） ・1回戦→宮崎県2-1奈良県・2回戦→宮崎県1-2福岡県 2 回戦敗退

ボート
成年男子 ダブルスカル

押川　海斗 富山国際大学
・予選B組→3分35秒72（6位） 予選敗退

兒玉　紘明 仙台大学
少年男子 舵手つきクォドルプル 宮崎県選抜（岩切・松田・坂田・藤岡・尾崎） ・予選A組→3分26秒94（5位） 予選敗退

ボク
シング

成年男子

ライトフライ級 森　　義明
東京農業大学

・1回戦→森（宮崎）【判定勝】大里（埼玉）・準々決勝→森（宮崎）【判定負】坪井（静岡） 第 5 位タイ
フライ級 奥田　大輔 ・1回戦→奥田（宮崎）【判定勝】増田（広島）・準々決勝→奥田（宮崎）【判定負】嶋田（愛媛） 第 5 位タイ

バンタム級 井上　　颯 近畿大学 ・2回戦→井上（宮崎）【判定負】矢代（埼玉） 2 回戦敗退
ウェルター級 押川　幸輝 東京農業大学 ・1回戦→押川（宮崎）【判定勝】渡辺（青森）・準々決勝→押川（宮崎）【判定負】浦嶋（熊本） 第 5 位タイ

ミドル級 神崎　敦志 近畿大学 ・準々決勝→神崎（宮崎）【判定負】梅村（岩手） 第 5 位タイ

少年男子

ライトフライ級 濵村悠太郎

日章学園高等学校

・1回戦→濵村（宮崎）【判定負】穴口（奈良） 1 回戦敗退

フライ級 中垣龍汰朗 ・1回戦→中垣（宮崎）【判定勝】中谷（京都）・準々決勝→中垣（宮崎）【TKO勝】小川（岐阜）
・準決勝→中垣（宮崎）【判定勝】松本（神奈川）・決勝→中垣（宮崎）【判定勝】川副（鳥取） 第 1 位

バンタム級 井上　　彪 ・2回戦→井上（宮崎）【判定勝】関（佐賀）・準々決勝→井上（宮崎）【判定勝】村上（熊本）
・準決勝→井上（宮崎）【判定勝】細野（北海道）・決勝→井上（宮崎）【判定負】今永（奈良） 第 2 位

ライト級 齋藤　麗王 ・1回戦→齋藤（宮崎）【TKO勝】森脇（鳥取）・準々決勝→齋藤（宮崎）【TKO勝】住吉（広島）
・準決勝→齋藤（宮崎）【判定勝】牛田（愛知）・決勝→齋藤（宮崎）【判定勝】森下（京都） 第 1 位

ミドル級 吉野　健吾 ・1回戦→吉野（宮崎）【判定勝】斉藤（青森）・準々決勝→吉野（宮崎）【判定勝】内田（栃木）
・準決勝→吉野（宮崎）【判定勝】菊池（岩手）・決勝→吉野（宮崎）【判定負】根本（千葉） 第 2 位

バスケットボール 成年男子 団体 宮崎県選抜 ・2回戦→宮崎県77-92福島県 2 回戦敗退

宮崎県選手団競技成績一覧①第 71 回 国民体育大会
『2016 希望郷いわて国体』
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宮崎県選手団競技成績一覧②
競　技 種　別 種　目 氏　名 所　属 結　果　・　記　録 結　果

レス
リング

成年
男子

フリースタイル 57㎏級 川野　陽介 自衛隊体育学校 ･2回戦→川野（宮崎）6-3大城（沖縄）・準々決勝→川野（宮崎）【Tフォール勝】寺田（群馬）
・準決勝→川野（宮崎）8ー9守田（和歌山） 第 3 位タイ

フリースタイル 61㎏級 比江島研吾 青島青少年自然の家 ・2回戦→比江島（宮崎）【不戦負】成國（三重） 2 回戦敗退
グレコローマンスタイル 71㎏級 柴田　慎吾 福島高等学校（教） ・1回戦→柴田（宮崎）1-2小路（埼玉） 1 回戦敗退
グレコローマンスタイル 85㎏級 福岡　達博 中央大学 ・1回戦→福岡（宮崎）【Tフォール負】坂野（広島） 1 回戦敗退
グレコローマンスタイル 98㎏級 守部　克秀 青山学院大学 ・1回戦→守部（宮崎）【フォール勝】山田（山口）・準々決勝→守部（宮崎）【Tフォール負】大坂（秋田） 第 5 位タイ
グレコローマンスタイル 130㎏級 黒木　柾統 東洋大学 ・1回戦→黒木（宮崎）【Tフォール負】曽我部（徳島） 1 回戦敗退

少年
男子

フリースタイル 50㎏級 日髙　兼士 宮崎日本大学高等学校 ・2回戦→日髙（宮崎）【判定勝】鈴木（大分）・準々決勝→日髙（宮崎）【Tフォール負】森川（東京） 第 5 位タイ
フリースタイル 66㎏級 長﨑　俊太 宮崎農業高等学校 ・1回戦→長﨑（宮崎）【フォール勝】佐藤（宮城）・2回戦→長﨑（宮崎）【Tフォール負】馬渡（長﨑） 2 回戦敗退
フリースタイル 74㎏級 矢野　省吾

宮崎工業高等学校
・2回戦→矢野（宮崎）【Tフォール負】平山（宮城） 2 回戦敗退

フリースタイル 96㎏級 荒殿　竜一 ・2回戦→荒殿（宮崎）【Tフォール負】山本（静岡） 2 回戦敗退
グレコローマンスタイル 55㎏級 椎葉　佳己 宮崎農業高等学校 ・2回戦→椎葉（宮崎）1-6岡本（和歌山） 2 回戦敗退
グレコローマンスタイル 84㎏級 分田　　豪 日南振徳高等学校 ・1回戦→分田（宮崎）【Tフォール負】小川（石川） 1 回戦敗退

グレコローマンスタイル 120㎏級 境　　晟道 宮崎工業高等学校 ・2回戦→境（宮崎）【フォール勝】山口（鳥取）・準々決勝→境（宮崎）【フォール勝】鈴木（茨城）
・準決勝→境（宮崎）【Tフォール負】仲里（沖縄） 第 3 位タイ

女子 フリースタイル 53㎏級 松下　翔子 日南振徳高等学校 ・1回戦→松下（宮崎）【Tフォール負】八木（愛媛） 1 回戦敗退

セー
リング

成年
男子

470 級
平島　　昇 日南振徳高等学校（教）

・1日目→66（33位）・2日目→69（28位）・最終日→135（29位） 第 29 位
原竹　優弥 慶応義塾大学

レーザー級 門川　翔哉 九州測量専門学校 ・1日目→80（42位）・2日目→106（42位）・最終日→189（44位） 第 44 位
国体ウインド
サーフィン級 西岡　秀樹 宮崎県庁 ・1日目→61（29位）・2日目→75（26位）・最終日→106（23位） 第 23 位

成年
女子

セービング
スピリッツ級

竹下　萌香 鹿児島医療技術専門学校 ・1日目→48（27位）・2日目→60（26位）・3日目→87（28位）
・最終日→87（28位）※天候不良の為前日までの結果 第 28 位

山下　美紅 日本大学
国体ウインド
サーフィン級 竹原　唯梨 大分大学 ・1日目→30（15位）・2日目→46（15位）・最終日78（16位） 第 16 位

少年
男子

420 級
坂本　悠大

宮崎海洋高等学校

・1日目→46（24位）・2日目→75（30位）・最終日124（28位） 第 28 位
松野　圭吾

レーザーラジアル級 田川　雅貴 ・1日目→55（29位）・2日目→88（31位）・最終日→134（30位） 第 30 位

少年
女子

420 級
井戸　美幸 ・1日目→20（9位）・2日目→42（11位）・3日目→57（16位）

・最終日→57（16位）※天候不良の為前日までの結果 第 16 位
長尾　芽依

レーザーラジアル級 鈴木身祐希 日南振徳高等学校 ・1日目→13（13位）・2日目→53（19位）・3日目→67（18位）
・最終日→67（18位）※天候不良の為前日までの結果 第 18 位

ウェイト
リフティ

ング

成年
男子

53㎏級スナッチ
中村　友生 みやざき中央支援学校（教）

スナッチ 88㎏（6位） 第 6 位
53㎏級 C&J クリーン&ジャーク 108㎏（9位） トータル 196㎏（7位）※得点対象外 第 9 位

56㎏級スナッチ
德永　亮汰 日本体育大学

スナッチ93㎏（7位） 第 7 位
56㎏級 C&J クリーン&ジャーク 116㎏（6位） トータル 209㎏（7位）※得点対象外 第 6 位

62㎏級スナッチ
高尾　宏明 自衛隊体育学校

スナッチ 110㎏（5位） 第 5 位
62㎏級 C&J クリーン&ジャーク 140㎏（5位） トータル 250㎏（4位）※得点対象外 第 5 位

85㎏級スナッチ
青野　靖希 日本大学

スナッチ 125㎏（13位） 第 13 位
85㎏級 C&J クリーン&ジャーク 171㎏（3位） トータル 296㎏（7位）※得点対象外 第 3 位

女子
63㎏級スナッチ

内門　沙綾 早稲田大学
スナッチ 74㎏（13位） 第 13 位

63㎏級 C&J クリーン&ジャーク 98㎏（8位） トータル 172㎏（10位）※得点対象外 第 8 位

少年
男子

62㎏級スナッチ
宮原　翔角 小林高等学校

スナッチ 94㎏（7位） 第 7 位
62㎏級 C&J クリーン&ジャーク 120㎏（5位） トータル 214㎏（7位）※得点対象外 第 5 位

69㎏級スナッチ
關屋　光翼 小林秀峰高等学校

スナッチ 94㎏（9位） 第 9 位
69㎏級 C&J クリーン&ジャーク 120㎏（8位） トータル 214㎏（9位）※得点対象外 第 8 位

105㎏級スナッチ
鎌田　哲朗 小林高等学校

スナッチ 95㎏（16位） 第 16 位
105㎏級 C&J クリーン&ジャーク 123㎏（13位） トータル 218㎏（15位）※得点対象外 第 13 位

自転車

成年
男子

ポイントレース 野崎祐一郎 日本大学 ・予選1組→途中棄権 途中棄権
ケイリン 坂本　佳哉 宮崎農業高等学校（教） ・1回戦6組→第5位・敗者復活戦5組→第5位 敗者復活戦敗退

スプリント 松本　一志
日本大学

・予選→11秒079（14位）・1/8決勝3組→第2位 1/8 決勝敗退
スクラッチ 沼口　竜馬 ・予選2組→第12位 予選敗退

女子 スクラッチ 中井　彩子 鹿屋体育大学 ・予選1組→第12位 予選敗退

少年
男子

スクラッチ 山下　一輝

都城工業高等学校

・予選1組→第8位・決勝→第6位 第 6 位
スプリント 前畠　佑介 ・予選→12秒065（28位） 予選敗退

ポイントレース 石川　航大 ・予選2組→途中棄権 途中棄権
ケイリン 枝村　弘樹 ・1回戦5組→第2位・2回戦4組→第4位 2 回戦敗退

1㎞タイムトライアル 清家　由宇 延岡工業高等学校 ・決勝→1分11秒152（27位） 第 27 位
女子 ケイリン 岩元　杏奈 都城工業高等学校 ・1回戦6組→第2位・2回戦1組→第6位 2 回戦敗退

成年
男子 ロード

野崎祐一郎
日本大学

・決勝→途中棄権 途中棄権
沼口　竜馬 ・決勝→途中棄権 途中棄権

少年
男子 ロード

清家　由宇 延岡工業高等学校 ・決勝→途中棄権 途中棄権
石川　航大 都城工業高等学校 ・決勝→途中棄権 途中棄権

男子
チームスプリント 宮崎県選抜（松本・坂本・枝村） ・予選→1分7秒979（31位） 予選敗退
チームパシュート 宮崎県選抜（野崎・沼口・前畠・石川） ・予選→4分39秒822（27位） 予選敗退

女子 チームスプリント 宮崎県選抜（中井・岩元） ・予選→51秒576（19位） 予選敗退

第 71 回 国民体育大会
『2016 希望郷いわて国体』
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宮崎県選手団競技成績一覧③
競　技 種　別 種　目 氏　名 所　属 結　果　・　記　録 結　果

ソフト
テニス

成年男子
団体

宮崎県選抜
（鹿島・井口一・井口介・上村・中村）

・1回戦→宮崎県3-0富山県・準々決勝→宮崎県2-0千葉県
・準決勝→宮崎県0-2北海道・3位決定戦→宮崎県1-2和歌山県 第4位

成年女子 宮崎県選抜（林・徳留・坂井・黒木） ・2回戦→宮崎県1-2山口県 2回戦敗退

卓球

成年男子

団体

宮崎県選抜（内村・鎌田・樋渡・上岡） ・2回戦→宮崎県2-3神奈川県 2回戦敗退

成年女子 宮崎県選抜（向山那・向山歩・深野）
・予選リーグ→宮崎県1-3北海道　宮崎県1-3茨城県　
宮崎県1-3静岡県　宮崎県1-3長野県

予選リーグ
敗退

少年男子 宮崎県選抜（内村・熊本・龐）
・予選リーグ→宮崎県3-0岡山県　宮崎県3-1大阪府
宮崎県3-0神奈川県
・準決勝→宮崎県3-0石川県・決勝→宮崎県0-3愛知県

第2位

軟式野球 成年男子 団体 宮崎県選抜 ・1回戦→宮崎県2-1徳島県・2回戦→宮崎県1-3岩手県 2回戦敗退

相撲
成年男子

団体
宮崎県選抜（中山・堀・別府）

・予選1回戦→宮崎県0-3長崎県・予選2回戦→宮崎県1-2徳島県
・予選3回戦→宮崎県0-3高知県

予選敗退
少年男子 宮崎県選抜（丸山・松本・坂本・田岡・甲斐）

・予選1回戦→宮崎県2-3山梨県・予選2回戦→宮崎県0-5秋田県
・予選3回戦→宮崎県4-1奈良県

馬術

成年男子

標準障害飛越競技
松田　靖久 都城農業高等学校（実教）

・決勝→1分33秒78　減点14（20位） 第20位
六段障害飛越競技 ・決勝→飛越回数2　減点4（10位） 第10位
トップスコア競技 福永　拓也 綾馬事公苑 ・決勝→240（23位） 第23位

スピードアンドハンディネス競技
中山　　敏

JRA宮崎育成牧場

・決勝→失権 失権
ダービー競技 ・決勝→失権 失権

国体総合馬術競技 河田　　諒 ・1日目→馬場馬術　57.3（13位）・2日目→障害飛越5
・最終成績→62.3（11位） 第11位

少年
トップスコア競技 増野　歩哉 宮崎工業高等学校 ・決勝→570（19位） 第19位

ダービー競技
瀬之口小夏 宮崎大宮高等学校

・決勝→ 2分6秒34　減点9（13位） 第13位
標準障害飛越競技 ・決勝→ 1分8秒77　減点0（4位） 第4位

フェン
シング 成年男子

フルーレ団体
宮崎県選抜（曽我部・永田・高橋）

・1回戦1試合目→宮崎県0-3青森県・1回戦2試合目→宮崎県1-2兵庫県
1回戦敗退

サーブル団体 ・1回戦1試合目→宮崎県1-2香川県・1回戦2試合目→宮崎県1-2滋賀県

柔道
成年男子

団体
宮崎県選抜（森田・大畑・垣田・百瀬・土屋） ・2回戦→宮崎県1-2千葉県 2回戦敗退

少年男子 宮崎県選抜（加藤・増田・吉野・佐藤・羽田野） ・2回戦→宮崎県0-3埼玉県 2回戦敗退

バドミ
ントン

成年男子
団体

宮崎県選抜（渡邊・緒方・春成）
・1回戦→宮崎県2-0京都府・2回戦→宮崎県2-1愛知県
・準々決勝→宮崎県0-2熊本県 第5位タイ

少年女子 宮崎県選抜（肥田木・外山・本部） ・2回戦→宮崎県1-2群馬県 2回戦敗退

弓道

成年男子
団体（遠的）

宮崎県選抜（矢野・後藤・田中）
・予選→134点（9位） 予選敗退

団体（近的） ・予選→18中（16位） 予選敗退

成年女子
団体（遠的）

宮崎県選抜（妹尾・市来・野中）
・予選→89点（11位） 予選敗退

団体（近的） ・予選→13中（21位） 予選敗退

少年男子
団体（遠的）

宮崎県選抜（郡・山本・緒方）
・予選→117点（11位） 予選敗退

団体（近的） ・予選→18中（9位） 予選敗退

ライフル
射撃

成年男子
50m3×40M 持永　洋壮 いちご・宮交シティ ・予選→1143（3位）・決勝→436.5（3位） 第3位
50mP60M

川崎　清次 宮崎県スポーツ施設協会
・予選→592.6（27位） 予選敗退

50mK20M ・決勝→175（14位） 第14位

成年女子

50m3×20W
松本　靖世

いちご・宮交シティ

・予選→548（5位）・決勝→429.9（3位） 第3位
50mP60W ・決勝→612.6（6位） 第6位
10mS40W

宮下　育実
・予選→387.6（41位） 予選敗退

10mP40W ・決勝→404.9（38位） 第38位
少年女子 10mS40JW 西村　彩希 宮崎日本大学高等学校 ・予選→382.0（27位） 予選敗退

成年男子
CP60M

甲斐　和典 宮崎県警察
・精密射撃→281（17位）・速射→269
・合計→550（35位） 第35位

CP30M ・決勝→269（41位） 第41位

剣道
成年男子

団体
宮崎県選抜（下窪・鈴木・山下・谷川・長友） ・2回戦→宮崎県4-1奈良県・3回戦→宮崎県2-3愛知県 3回戦敗退

成年女子 宮崎県選抜（中武・興梠・増田） ・1回戦→宮崎県2-1東京都・2回戦→宮崎県1-2岩手県 第5位タイ
少年男子 宮崎県選抜（多田・清家・野中・高橋・山下） ・1回戦→宮崎県3-2岐阜県・2回戦→宮崎県1-3岩手県 第5位タイ

ラグビー
フットボール 少年男子 団体 宮崎県選抜 ・1回戦→宮崎県19-26栃木県 1回戦敗退

山岳 成年男子
ボルダリング競技

藤井　茂久 藤井農園
・予選→45位

予選敗退
竹村　逸平 藤崎建装

リード競技
藤井　茂久 藤井農園

・予選→41位
竹村　逸平 藤崎建装

カヌー

成年女子
スラロームカヤックシングル25ゲート

後藤　由美 地域医療支援病院
江南病院

・決勝→206.22（14位） 第14位
スラロームカヤックシングル15ゲート ・決勝→135.51（11位） 第11位

成年男子

ワイルドウォーター1500m
有馬　瑞樹 野崎東病院

・決勝→4分45秒41（16位） 第16位
ワイルドウォータースプリント ・決勝→58秒57（19位） 第19位

カナディアンシングル
500m 松田　裕介 鹿屋体育大学 ・予選1組→2分30秒580（2位）・準決勝1組→2分0秒050（2位）

・決勝→2分1秒933（8位） 第8位

少年男子

カナディアンシングル500m 横山　瑞紀 宮崎商業高等学校 ・予選2組→2分14秒956（1位）・決勝→2分5秒562（2位） 第2位

カナディアンペア500m
石川　義活

宮崎大宮高等学校 ・予選1組→2分18秒750（6位）
・準決勝→2分4秒445（4位） 準決勝敗退

溝口　昂平

カヤックペア500m
黒木　　亮 宮崎商業高等学校

・予選1組→1分57秒430（2位）・決勝→1分48秒214（4位） 第4位
岡原　直輝 宮崎大宮高等学校

少年女子 カヤックシングル500m 谷脇　知那 宮崎大宮高等学校 ・予選2組→2分29秒256（2位）・準決勝2組→2分19秒665（4位） 準決勝敗退

第 71 回 国民体育大会
『2016 希望郷いわて国体』
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宮崎県選手団競技成績一覧④第 71 回 国民体育大会
『2016 希望郷いわて国体』

競　技 種　別 種　目 氏　名 所　属 結　果　・　記　録 結　果

カヌー

少年女子

カヤックペア
500m

籾木　優里
宮崎商業高等学校 ・予選1組→2分20秒079（1位）

・決勝→2分2秒809（3位） 第3位
御手洗花穂

カヤックフォア
500m 宮崎県選抜（佐々木・津曲・藤崎・松井）

・予選1組→2分7秒943（5位）・準決勝→1分55秒568（1位）
・決勝→1分57秒018（7位） 第7位

成年男子 カナディアン
シングル
200m

松田　裕介 鹿屋体育大学 ・予選3組→47秒043（4位）・準決勝1組→44秒138（3位）
・決勝→46秒249（9位） 第9位

少年男子

横山　瑞紀 宮崎商業高等学校 ・予選1組→52秒983（3位）・準決勝1組→49秒866（3位）
・決勝→49秒506（5位） 第5位

カナディアンペア
200m

石川　義活
宮崎大宮高等学校 ・予選2組→48秒389（2位）・決勝→47秒400（6位） 第6位

溝口　昂平
カヤックペア

200m
黒木　　亮 宮崎商業高等学校 ・予選1組→44秒224（2位）

・決勝→39秒765（2位） 第2位
岡原　直輝

宮崎大宮高等学校

少年女子

カヤックシングル
200m 谷脇　知那 ・予選3組→57秒128（3位）・準決勝1組→54秒166（2位）

・決勝→55秒966（5位） 第5位

カヤックペア
200m

籾木　優里
宮崎商業高等学校 ・予選1組→52秒947（2位）

・決勝→52秒052（5位） 第5位
御手洗花穂

カヤックフォア200m 宮崎県選抜（佐々木・津曲・藤崎・松井） ・予選1組→49秒971（3位）・決勝→47秒037（6位） 第6位

空手道

成少男女 団体 宮崎県選抜（中島・廣瀨） ・2回戦→宮崎県3-0神奈川県 2回戦敗退

成年男子

組手個人　軽量級 松本　裕也 関西大学 ・2回戦→松本（宮崎）【判定負】山崎（兵庫） 2回戦敗退

組手個人　中量級 西村　　拳 近畿大学 ・1回戦→西村（宮崎）1-0水村（東京）・2回戦→西村（宮崎）3-0保月（兵庫）
・3回戦→西村（宮崎）0-8牛島（熊本） 3回戦敗退

組手個人　重量級 平野　寿来 宮崎産業経済大学 ・2回戦→平野（宮崎）0-4釜口（京都） 2回戦敗退
成年女子

組手個人

廣瀬　朱夏 近畿大学 ・2回戦→廣瀨（宮崎）3-0鈴木（福島）・3回戦→廣瀨（宮崎）【判定負】五明（岐阜） 3回戦敗退
少年男子 中島　　郷

宮崎第一高等学校

・2回戦→中島（宮崎）1-3石原（山梨） 2回戦敗退

少年女子
八頭司　明

・1回戦→八頭司（宮崎）5-3佐藤（秋田）・2回戦→八頭司（宮崎）4-0山下
（三重）・3回戦→八頭司（宮崎）5-0吉岡（埼玉）・4回戦→八頭司（宮崎）1-0
石合（神奈川）・準決勝→八頭司（宮崎）【判定勝】相内（千葉）・決勝→八頭司

（宮崎）1-0角（静岡）
第1位

形個人 宜保ありさ ・2回戦→宜保（宮崎）5-0岩佐（鳥取）・3回戦→宜保（宮崎）2-3藪本（石川） 第5位タイ

クレー
射撃 成年男子

トラップ団体 宮崎県選抜（酒井・日髙・森）
・第1ラウンド→32（47位）・第2ラウンド→67（47位）
・第3ラウンド→104（47位）・最終成績→140（47位）

第47位
トラップ個人

酒井　　但
宮崎県クレー射撃協会

・最終成績→47（139位）
日髙　誠紀 ・最終成績→43（140位）
森　　英典 ・最終成績→50（137位）

スキート団体 宮崎県選抜（水久保・赤崎・上村）
・第1ラウンド→54（27位）・第2ラウンド→112（26位）
・第3ラウンド→160（30位）・最終成績→211（30位）

第30位
スキート個人

水久保春好
宮崎県クレー射撃協会

・最終成績→69（85位）
赤崎　育男 ・最終成績→78（58位）
上村　　勉 ・最終成績→54（93位）

なぎなた
成年女子

演技競技団体
宮崎県選抜（黒木・澄川・浦山）

・1回戦→宮崎県0-5茨城県
1回戦敗退試合競技団体 ・1回戦→宮崎県0-3神奈川県

少年女子 演技競技団体 宮崎県選抜（黒木・石神） ・1回戦→宮崎県0-5鹿児島県

ボウ
リング

成年男子

団体（2人チーム）
宮崎県選抜A（晋・園田） ・予選→2410（9位） 予選敗退

宮崎県選抜B（大山・加治佐） ・予選→2432（8位）・決勝→3596（8位） 第8位
団体（4人チーム） 宮崎県選抜（加治佐・大山・園田・晋） ・予選→2397（11位） 予選敗退

個人

加治佐　崇 宮崎交通株式会社 ・予選→1153（64位） 予選敗退
大山　武博 大山解体 ・予選→1159（60位） 予選敗退
園田　一誠 医療法人参篤会高原病院 ・予選→1117（83位） 予選敗退
晋　　義見 株式会社スマイル ・予選→1056（105位） 予選敗退

少年男子
団体 宮崎県選抜（小山田・北里） ・予選→2410（3位）・決勝→3493（7位） 第7位

個人
小山田和矢 宮崎北高等学校 ・予選→1071（34位） 予選敗退
北里　春希 宮崎大宮高等学校 ・予選→937（47位） 予選敗退

ゴルフ

成年男子

団体 宮崎県選抜（中山・馬渡・尾﨑） ・1日目→227（15位）・2日目→221・合計→448（17位）

第17位
個人

中山　龍馬 日本経済大学 ・最終成績→154（80位）※得点対象外
馬渡　清也 専修大学 ・最終成績→152（65位）※得点対象外
尾﨑　秀平 日本大学 ・最終成績→142（8位）※得点対象外

女　子

団体 宮崎県選抜（中西・岩切・三浦） ・1日目→231（16位）・2日目→231・合計→462（13位）

第13位
個人

中西絵里奈 宮崎日本大学高等学校 ・最終成績→156（59位）※得点対象外
岩切　夏乃 九州保健福祉大学 ・最終成績→159（79位）※得点対象外
三浦　桃香 日章学園高等学校 ・最終成績→147（8位）※得点対象外

少年男子

団体 宮崎県選抜（中村・井戸川・吉行） ・1日目→228（13位）・2日目→227・合計→455（7位タイ）

第7位タイ
個人

中村　志凪 日章学園高等学校 ・最終成績→154（44位）※得点対象外
井戸川純平

宮崎日本大学高等学校
・最終成績→146（6位）※得点対象外

吉行　直人 ・最終成績→155（49位）※得点対象外

トライ
アスロン

成年男子 ショートタイプ
（S1.5㎞・B40㎞・

R10㎞）

松元　潤也 西諸広域行政事務
組合消防本部

・Swim→25分8秒・Bike→1時間8分28秒・Run→39分52秒
・合計→2時間13分28秒（82位） 第82位

石川　幸次 宮崎県トライアスロン
連合

・Swim→32分9秒・Bike→1時間10分23秒・Run→40分41秒
・合計→2時間23分13秒（88位） 第88位

成年女子 小野　英子 ・Swim→30分21秒・Bike→1時間16分23秒・Run→51分56秒
・合計→2時間38分40秒（82位） 第82位
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※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※

各市町村選手団

　本年度も、平成 28 年 6 月 4 日（土）KIRISHIMA 木の花ドームにて、みやざき県民総合スポーツ祭の総合開会式が開
催されました。翌日の 5 日（日）をメイン開催日として、宮崎市を中心に 9 市 5 町 74 会場で実施されました。
　各市町村の入場行進も年々盛り上がりを見せており、20 ものご当地のゆるキャラが大集合し宮崎日大チアリーディン
グ部とダンスを披露し賑やかな開会式になりました。開会式の午後には、SALKO（サルコー）ウォーキング大会を実施
しました。競技は、県民体育大会の部 48 競技とスポーツ・レクリエーションの部 12 競技の計 60 競技の大会となり、
約 1 万 7 千人が参加しました。

平成 28 年度　みやざき県民総合スポーツ祭大会結果一覧

えびの市 : 川田伸一氏
（ソフトボール競技）の選手宣誓

宮崎市内のスポーツ少年団による
県旗の入場

 平成28年度
みやざき県民総合スポーツ祭
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※ ※ ※ ※

表彰式の様子

入場行進の様子

※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※

宮崎日大高等学校チアリーディング部と
ゆるキャラのダンス
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※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※

※個人種目の成績・結果については、本会ホームページで掲載しておりますのでご覧下さい。

本会ホームページ URL  http://www.miyazakiken-taikyo.jp/
→「地域スポーツ振興」→「みやざき県民総合スポーツ祭結果」
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第 7 回宮崎チャレンジマッチ「ボクシング競技大会」を、宮崎日日新聞社・MRT 宮崎放送・UMK
テレビ宮崎・県教育委員会・県体育協会の主催で、6 月 25 日から 2 日間にわたり、宮崎市総合体育館
で開催いたしました。

この事業は、全国でもトップの競技力を誇る高校の強豪チームを招待し、本県の有望な高校生チー
ムとの招待試合や県内小中学生を対象に交流イベント等を実施することにより、スポーツに対する関
心を高め、同時に競技力向上を目指そうとするものです。

■ 大会前日 6/25（土）
◎【開会式】　　　　　　13:00 〜 13:20　宮崎市総合体育館
◎【ボクシング教室】　　13:30 〜 15:30　宮崎市総合体育館（小中学生）

■ 大会当日 6/26（日）
◎【開始式セレモニー】　  9:30 〜   9:50　会場 : 宮崎市総合体育館
◎【チャレンジマッチ】　10:00 〜 13:00　会場 : 宮崎市総合体育館
◎【表彰式及び閉会式】   13:00 〜 13:30　会場 : 宮崎市総合体育館

Program

【 開会式の様子 】

【 交流記念品贈呈の様子 】

　今回の大会は、岐阜県の「岐阜工業高等学校」「中京高等学校」、新潟県の「開志学園高等学校」、大阪府の「興
国高等学校」、広島県の「広陵高等学校」「崇徳高等学校」、千葉県の「習志野高等学校」、熊本県の「九州学院
高等学校」「熊本工業高等学校」の 9 校を招待して行いました。全国選抜チームは、アジアユース金メダルの
千葉県習志野高校、堤駿斗君をはじめ、全日本ランキングチャンピオンや全国上位入賞の強豪校が来県しました。

　講師には、九州ボクシング連盟強化委員長 木庭浩一氏、開志学園高校 
監督 仁多見史隆氏、模範は選手にしていただきました。小中学生には貴
重な体験になりました。
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■チャレンジマッチ

■表彰式及び閉会式

　対する本県は、日章学園高校 1 校で構成するチームではありますが、
全国総体、全国選抜大会、国民体育大会の 3 冠を達成している齋藤麗
王君、アジアユース金メダルの中垣龍汰朗君、全国選抜大会準優勝の湯
場海樹君、女子では中学 1 年生から連勝し無敗を守っている奈須海咲
さんを含むメンバーで挑みました。結果的には、6 勝 9 敗で敗れました
が、レベルの高い試合が展開され、今後につながる内容となりました。
本県の選手・指導者及び県ボクシング連盟の役員の方々にとって、この
イベントは貴重な経験となったことと思います。今後の更なる活躍が期
待できます。

【　全国選抜チーム　】

■開始式セレモニー

  【　本県チーム　】
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平成28年度 第52回
宮崎県スポーツ少年団中央大会
　第 52 回宮崎県スポーツ少年団中央大会は、7 月 3 日（日）KIRISHIMA ツワブキ武道館にて総合開会
式を開催しました。競技ではKIRISHIMAヤマザクラ宮崎県総合運動公園をメイン会場に2市2町（宮崎市・
延岡市・綾町・新富町）で 7 月 2 日〜 30 日の期間、参加 3,542 名の団員が 18 競技で熱戦を繰り広げ
ました。

総合開会式参加団員

ミニバスケットボール競技（綾てるはドーム）

バレーボール競技男子（綾てるはドーム）

なぎなた競技（佐土原地区農村環境改善センター）

サッカー競技（KIRISHIMA ヤマザクラ宮崎県総合運動公園）

代表団員による日本スポーツ少年団綱領唱和

スポーツ少年団便り
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　第52回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　団体
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　第52回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　団体
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　第52回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　個人
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　第52回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　個人
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　第52回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　個人
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　第52回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　個人
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　第52回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　陸上
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　第52回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　水泳1
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　第52回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　水泳2
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競技種目 / カヌースプリント競技カナディアン
所　　属 /UMK テレビ宮崎
出　　身 / 宮崎県宮崎市 
出 身 校 / 県立宮崎大宮高等学校 鹿屋体育大学
競技実績 / カヌースプリント日本選手権
　　　　　カナディアン 200m 優勝（2 回目）

島
し ま

津
づ

 早
さ

耶
や

子
こ

選手

事務局 先ず最初にカヌー競技を始めた
きっかけ及び魅力はなんですか?
島津選手 中学時代は水泳部に所属して
いました。姉と兄が大宮高校でカヌー
部に所属していたので、家庭ではカ
ヌーに関する話題が当たり前でした。
高校に入学し、部活動の体験入学で初
めてカヌーに乗りました。それが、結
構上手く乗れたんです。それで自分は
素質があるのかな（笑）と思いカヌー
部に入部しました。

カヌー競技の魅力は、水上でコンマ
の戦いを繰り広げることです。また、
屋外競技なので、風向きや水流などの
自然に左右されることも大きいです。
　今、世界は体の大きい外国人選手が
トップとして君臨しています。パワーで
は太刀打ちできませんが、日本人ならで
はの技術で勝負していきたいと思います。
事務局 次に幼少の頃はどんなお子さ
んでしたか。
島津選手 何でもやりたがる子どもだっ

たように思います。中学校の頃までは
学級委員長などにも積極的に立候補し
ていました。ただ、高校でカヌーを始
めるとそれに没頭し、全てのエネルギー
をカヌーに注ぎ込んだように思えます。
事務局 なるほど、その一本気な性格が島
津選手をここまで成長させたのですね。
次にカヌー競技を続けてきて、辞めたい
と思ったことはありませんか。
島津選手 正直一度もありません。特に、
今年の5月から日本代表合宿に参加させ
ていただき、ブラジル人コーチの指導の
おかげで好成績が収められるようになり
ました。今は楽しくてしょうがありませ
ん。ただ1年間のうち、半分以上を合宿や
大会等に費やしています。それを快く承
諾していただいている、勤務先のUMK
テレビ宮崎には心から感謝しています。
事務局 そうですね。その周囲への感謝の
気持ちを持ち続けることが、強さへの原
動力かもしれませんね。次にトップアス
リートとして、日常生活で気を付けてい

ること、そして日々の練習の中で心掛け
ていることはなんですか。
島津選手 とにかく睡眠時間を十分に確
保することを心掛けています。また、食
事についても野菜中心のバランスのよい
食事を摂るようにしています。
　普段の練習で心掛けていることは、毎
日細かな目的をもって練習に臨み徹底
することです。そして、常に研究を重ね
ることだと思います。私の好きな言葉に
「やればできるは一生できない」とあり
ます。やればできるのではなく、やらな
ければ何も始まらないのです。
事務局 なるほど、素晴らしい言葉です
ね。最後になりますが、今後の目標を教
えてください。
島津選手 ずばりTOKYOオリンピックで
金メダルを取ることです。
事務局 力強い言葉ありがとうございま
す。島津選手は県民の希望です。御期待
申し上げます。本日はありがとうござい
ました。

　取材場所はいつも練習を行っている県立宮崎商業高校横の河川敷で行いました。あいにくの曇り空で、いつ雨が降ってもおかしくない状
況でした。そんな中、島津選手に来ていただいたのですが、なんと手には傘、そしてどこに座ってもいいように座席シートまで準備してく
れていたのです。正直感銘を受けました。強い選手は気配りができる選手といいます。まさにそのとおりでした。そして思っていた以上に
小柄な体格でした。本人曰く「日本代表の中でも一番小さいんです。海外に行ったら小学生と間違われました（笑）」と言っていました。そ
の体格差をものともせず、日本チャンピオンに 2度輝くということは、たゆまぬ努力があったからだと伺えました。
　今回の取材をとおして、「競技力向上は人間力向上」という言葉を思い浮かべました。まさに島津選手はそのとおりの人物です。彼女の素
直さがスポンジのようにプラスの物事を吸収していくのでしょう。これからも大いに活躍の期待ができる本県アスリートです。

取材を
終えて

2020 年に東京で開催されるオリンピック・パラ
リンピックへの出場が有望視される、本県に縁の
あるアスリートを紹介するコーナーです。
2 回目の今回は、カヌースプリント競技の島津
早耶子（しまづさやこ）選手です。
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スポーツと
理学療法士
~ 宮崎県の現状 ~

　昨今、スポーツに関わる理学療法士 ( 以下、PT) の数

は年々増加しつつある。対象者も競技スポーツのみなら

ず、障がい者スポーツ、地域スポーツ、生涯スポーツ等

と多様化し、スポーツ復帰、外傷疾病予防、パフォーマ

ンス向上等への対応が求められている。その実践は医療

機関にとどまらず、スポーツ現場にも拡がりをみせてい

る。今回は、スポーツ理学療法に関わる様々な歴史や、

国の施策を振り返りながら、宮崎県の例を取り上げ、ス

ポーツ理学療法のこれからについて私見を述べたい。

　我が国のスポーツ理学療法の歴史は、東京オリンピッ

クが開催された 1960 年代に遡る。当時は国家事業の

一つとして 1967 年に日本体育協会スポーツ診療所が

開設され、その後、公的・民間のスポーツ専門機関をは

じめ、スポーツ専門診療科を有する医療機関等、様々

な場所で PT がスポーツ選手を対象とする場面が増加し

てきた。2000 年代に入ると、文部省 ( 当時 ) が国際的

な競技力向上を目的にスポーツ振興基本計画を策定し、

2001 年には国立スポーツ科学センター (JISS)、2008

年にはナショナルトレーニングセンター (NTC) が開所

した。また、2011 年にはスポーツ基本法が施行され、

国民のスポーツ権を保障することや地域スポーツから競

技スポーツに至るまで国家が環境や体制の整備等の施策

を行うことが明記されている。今年の 10 月にはスポー

ツ庁も新設される予定であり、2020 年の東京オリン

ピック・パラリンピックに向けてスポーツを取り巻く情

勢はさらに大きく変化していくであろう。

　PT がスポーツ現場で選手の外傷・障害予防や健康管

理などに携わる際、トレーナーと称して活動する。ト

レーナーに関しては 1994 年に我が国で制度化された

唯一の公的資格として日本体育協会 ( 以下、日体協 ) 公

認アスレティックトレーナー ( 以下、JASA-AT) があり、

現在は全国に約 2,300 人の有資格者がいる。近年では、

JASA-AT 有資格者の中でも PT の資格を有する者が増

加している。また、日本理学療法士協会では 2009 年

にスポーツ医療分野として「スポーツ理学療法研究部門

(JSPS)」を設立し、2014 年には日本スポーツ理学療

法学会主催による第 1 回日本スポーツ理学療法学会学

術集会が開催される等、協会におけるスポーツ分野の体

制も充実してきている。

　こうした環境の中、病院でのスポーツ理学療法は、協

会等のサポートの中である程度議論され、方法論の確立

や治療成果も報告されている。しかしながら、実際のス

ポーツ現場の中で選手から求められる安全で効率のよい

動作の獲得や急性・慢性外傷予防等に関する客観的な情

報はまだまだ不十分である。我々はこれらの事を考慮し、

これからのスポーツ理学療法を図 1 に示すように、一

般的な「病院スポーツ理学療法」に加えて、それぞれの

地域での学校スポーツ現場や健康増進に関わる「地域ス

ポーツ理学療法」、各スポーツ関係機関と連携して行う

「社会スポーツ理学療法」の 3 つに分類し、それぞれの

スポーツ医・科学委員会便り

一般財団法人弘潤会野崎東病院
アスレティックリハビリテーションセンター

尾
お

﨑
ざき

  勝
かつ

博
ひろ
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場所や状況に対応した理学療法を展開していく必要があ

ると考えた。

　実際、病院スポーツ理学療法を行うPTの中にはスポー

ツ現場での活動を望む者もいるが、現場で求められる知

識や技術、また病院からスポーツ現場へ活動の幅を拡げ

るための方法論が明確にされておらず、トレーナーとし

て活動する入口を狭くしている可能性がある。そこで本

県では地域スポーツ活動に貢献できるトレーナー育成と

現場活動への支援システムの構築を目的に、2008 年に

宮崎県理学療法士会 ( 以下、県士会 ) の事業としてみや

ざきトレーナーズセミナー ( 以下、MTS) を設立した。2

年間に及ぶ講習の後に試験を設け、その MTS 合格者は、

県士会認定トレーナーとして高校部活動を中心に活動

し、地域スポーツに貢献するための知識と技術を学ぶこ

とが出来る機会として意義あるものになったと考える。

　2012 年には、このような MTS の取り組みが、県を

巻き込んだ「社会スポーツ理学療法」への足掛かりとな

り、宮崎県体育協会 ( 以下、県体協 ) と連携した県体協

認定アスレティックトレーナー（以下、県 AT）養成講

習会がスタートした。この講習会は JASA-AT や日体

協公認スポーツドクターの緊密な協力のもと、宮崎県の

スポーツ振興や競技力向上に貢献する人材を幅広く育成

する目的を持ち、図 2 に示すように、受講対象者に対

して JASA-AT 養成講習会テキストに沿った講義及び

検定試験を行っている。また、PT に加え、柔道整復師、

鍼灸師、あん摩マッサージ指圧師といった様々な職種と

の情報交換や連携も視野に入れたものになっており、現

場が求める知識や技術の研鑽と同時に、選手のみならず

監督・コーチひいてはスポーツ関連機関とのコミュニ

ケーションがとれるようなトレーナーの人間性の教育に

も力を入れている。現在 TASA-AT と県 AT 合わせて

40 名を超えるトレーナーが誕生しており、専属トレー

ナーの希望のあった 26 競技団体にトレーナー配置が実

現できた。今後はトレーナーの組織化に向け、医師部会

を始めとしたスポーツ医科学委員会と連携して活動でき

るような環境を整備していく必要が在る。

　以上のように、これまでの 10 年でスポーツに携わる

PT の活躍の場は拡がり、またそれに伴い対象者に提供

する理学療法も質が求められる時代になってきている。

だが、先に述べた活動をする中で、トレーナーとして活

動する PT に対する世間の認知は十分ではなく、その専

門性が多くの人からは解りづらい一面があることも感じ

ている。これからのスポーツ理学療法の 10 年は医療の

みにとどまらず、地域住民や各スポーツ関連団体といっ

た社会との連携を築き、その中で PT の知識と専門性を

発展させながら、その有効性が理解される施策を考える

努力が必要であろう。折しも宮崎県では今年の 4 月 17

日に県知事をはじめ県体協会長等が日体協及び文部科学

省へ、平成 38 年 (2026 年 ) の第 81 回国民体育大会

の開催要望書を提出しており ( 現在、内々定 )、それに

向けた活動の展開が我々スポーツに携わる PT にも早急

に望まれている。

【受講対象者】
県内在住で理学療法士、柔道整復師、鍼師、灸師、あん摩マッサージ指圧師
などの医療資格を有することを原則とし、宮崎県体育協会加盟団体、
本講習会後援団体、スポーツ医科学委員会、日本体育協会公認スポーツ
ドクター、日本体育協会公認アスレティックトレーナーが推薦した者

【カリキュラム】
１）共通科目（自主講習）
・NHK学園通信教育もしくはスポーツ少年団認定員養成講習会を受講し、
証明書を県体協に提示する

２）専門科目（集合講習）
・年5回、30時間の養成講習会を受講

３）検定試験
・5時間の検定試験を実施
・日体協公認スポーツドクターとJASA-ATがペアになり検定員をつとめる
・筆記試験（基礎問題70問、応用問題70問）
・実技試験（応急処置、アスレティックリハビリテーション、テーピングの3カテゴリー）
・筆記、実技ともに7割以上を取得できた者を合格とする

図2 宮崎県体育協会認定アスレティックトレーナー養成講習会概要

病院・施設
アスレティックリハビリテーション
スポーツ復帰，再受傷予防

スポーツ現場・健康増進現場
小・中・高校部活動・社会人・総合型地域
スポーツクラブなど

スポーツ傷害予防，パフォーマン
ス向上

県内スポーツ関係機関
県体育協会・県スポーツ振興課・県教育委員会
・各種スポーツ競技団体・県障がい者スポーツ協会など

国体帯同・メディカルチェック・スポーツ相談

病院スポーツ理学療法

地域スポーツ理学療法

社会スポーツ理学療法

活動拠点と内容理学療法の分類

図1 スポーツ理学療法の分類(尾﨑)

　
・尾﨑 勝博 :

・小林 寛和 :

スポーツ理学療法としての地域貢献 - スポーツランド宮
崎構想・スポーツメディカルサポートシステムの紹介 -
- 宮崎県理学療法士会「宮崎トレーナーズセミナー」
の設立 -
理学療法学第 38 巻 8 号 :578-579,2011
スポーツ復帰に向けた系統的な理学療法の取り組み
PT ジャーナル第 46 巻第 7 号 :593-599,2012
スポーツ理学療法の現状と将来展望
理学療法 22:1187-1190,2005
スポーツ理学療法のかかわり
PT ジャーナル第 46 巻第 7 号 :579-584,2012

【 参考文献 】
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1. 宮崎県ボクシング連盟のあゆみ
　昭和 54 年、国民体育大会（宮崎県開催）を目前に控

えた前年度に宮崎県ボクシング連盟が擁立された。そし

て宮崎実業高等学校（現在、日章学園高等学校）にボク

シング部が創部され、その後は宮崎日大高等学校、宮崎

中央高等学校（現在の鵬翔高等学校）、都城東高等学校

にボクシング部が創部された。

　全国の強豪の犇めく九州地区に肩を並べるのではない

かと期待されたが、現在では、日章学園高等学校 1 校

となっている。しかし、競技力は順調にすすみ、昭和

62 年度全国総合体育大会で日章学園高等学校は学校対

抗で優勝。（1 回目）平成 7 年度の同大会でも学校対抗

優勝（2 回目）、平成 26 年度の全国総体学校対抗では

3 位、平成 27 年度と平成 28 年度では 2 連覇という偉

業を成し遂げている。

　宮崎県ボクシング連盟の発足から僅か 37 年間で、全

国制覇 4 回、九州大会最多優勝校となっている。

2. 少数精鋭の現在を支える全国初の
　 中学校ボクシング部の創部

　2 度目の全国制覇をしてから、県内のボクシング

人口は減少した。平成 10 年には日章学園高等学校

だけでも 50 名いた部員が、平成 20 年には 30 名

を割り込んだとき、このままでは全国で勝てないと、

全国初の中学校ボクシング部を創部。少数精鋭路線

となり、中学校 3 年間の経験が、高校で大きな飛躍

に繋がっている。

　高等学校では、技術的・フィジカルでも大会レベル

で練習しており、中学生がその練習の一端に触れるこ

とは、その後の競技活動において大きなアドバンテー

ジを持つことになる。日章学園中学校のもつ目標は極

めて大きい。

3. 第 2 の壁
　少数精鋭で結果を残したが、タレント発掘に関しては

大きな問題が立ちはだかる。競技のイメージである。減

量・過酷・怪我や事故・後遺症など、誤解によって保護

者がやらせたくない競技である可能性があると考えられ

る。

4. 打開策
〇ボクシング教室（タレント発掘・イメージアップ）　

〇実戦空手道への技術指導（タレント発掘）

〇指導者の育成（常に新しいトレーニング理論の導入）

5. チャレンジマッチ
　（平成 28 年 6 月 25・26 日）
25 日（土）ボクシング教室

26 日（日）全国選抜チーム（ドリームチーム）VS

　　　　　  県選抜チーム対戦

【目的】宮崎県ボクシング連盟　　　　　　　　　　　

1）全国大会に向けて組織力向上を目指す。

2）タレント発掘

3）競技イメージの向上

4）競技力向上

宮崎県ボクシング連盟のあゆみと
ボクシング競技の競技力向上計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県ボクシング連盟　理事長　菊池　浩吉

加盟団体便り  ボクシング連盟

区　分 H26年度 H27年度 H28年度

中学生 12 11 11

高校生 27 28 29

一　般 4 5 3
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【所感】
　ボクシング教室については、楽しくボクシング練習を

してイメージアップを図れたと感じている。ボクシング

への興味を持つ子供たちの数に、未来の明るさを感じた。

　チャレンジマッチでは、全国選抜のドリームチームは

強く、結果的に惜敗だった。全国総体では、来県した選

手が各階級ベスト 4 に名を連ねており、本県としても

日章学園高等学校の学校対抗戦 2 連覇という輝かしい

記録を打ち立てたことから、目的を達成できたものと自

負している。

　今回、メディアによる宣伝の効果は大きく、ボクシン

グ競技に興味をもつ子供たちの数に驚きつつ、今までの

宣伝のあり方についても考える機会を得た。また、競技

についてもアナウンスによる盛り上げ方を学んだ。

【今後の強化】
　平成 38 年度国民体育大会を当面の最終目標として、

それまでにも全国選抜大会や全国総体並びにプレ大会

として各大会を運営することとなる。今回、組織の結

束力をアップできたことや競技力の向上も果たせてい

ることから、少しづつ前進して、大会開催と試合結果

を残せるように、県連盟理事が総力を挙げて邁進する

ことを誓いたい。

①宮崎県ボクシング連盟の組織力アップについて、今後

　の大会運営を通じて更に高めていく。

②他競技（実戦空手）とタイアップして、ボクシング人

　口の増加とタレント発掘をしていく。

③日章学園中学校の強化をすすめ、高等学校の競技力向

　上に繋げていく。

④高等学校は、日章学園高等学校に競技力を集中させ

　ることとし、全国制覇・天皇杯・皇后杯高得点に繋

　げていく。

⑤東京オリンピックで日本を代表となる選手を、宮崎か

　ら輩出する。

　以上のことを念頭におき、努力する。

【最後に】
　ボクシング競技の発展に対して、宮崎県体育協会、宮

崎県教育委員会、宮崎県高等学校体育連盟より、多大な

ご支援を賜っていることに感謝を申し上げます。

　日本のボクシング競技の発展のためには、世界で活

躍することが重要だと考えております。また、女性の

活躍や競技人口増加をすすめなければ、競技の展望は

望めません。

　宮崎県ボクシング連盟は、【今後の強化】を邁進しつ

つ、確実な一歩を歩み、その目標を達成したいと考え

ております。

　今後とも関係各位の皆さまのご指導とご支援を賜りま

すようお願いいたします。

開会式

1日目　ボクシング教室

2日目  チャレンジマッチ
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事務局　先ずは、昨年度行われた日本ユース陸上競技
選手権大会男子 4×100mR において大会新、
県新記録での優勝。そして、本年度行われた全
国高校総体陸上競技大会男子 4×100mR にお
いて、県勢では 31 年振りの 3 位入賞の 2 位（県
記録更新）という素晴らしい結果に対しまして、
心より御祝いと感謝を申し上げます。
　さて、陸上競技は他者との戦いでもあり、記
録との戦いでもあると聞きますが、陸上競技の
魅力とはなんですか。

稲垣氏　私は記録データ等が大好きで、大会はもちろ
んのこと練習のタイムもマイウォッチで測定し
て、その数字を見ながらこれから迎える大会の
記録や順位を予測したりするのが楽しみです。
ストップウォッチの数字を見て自分のテンション
を上げ、叫びながら選手と一緒に走っている感
じです。大会中のメインスタジアムでもアップ場
でも、そして普段の練習中でも私の叫び声がグ
ラウンド中に響き渡っています。また感覚的なも
のを探っていくのも陸上競技の楽しさだと思って
います。効率よく前に進むための方法を自分の
体を使って感じながら、作り上げていく作業が
面白いと思います。
　しかし、アウトドアで行う陸上競技は天候に
すごく左右されるので、なかなか思った記録が
出ずに、もやもやする時もあります。それに陸上
競技はエントリー・オーダーを提出したら、自分
自身で最後までやり遂げないといけないプレッ
シャーがかかってきます。記録会でいくら良い記

録を出しても、選手権になると力が出せない選
手もいます。その逆で、大きな舞台になればな
るほど力を発揮する選手がもちろんいます。プ
レッシャーのかかる場面で力が出せるかどうかと
いうのは、最後は人間力だなと毎回痛感してい
ます。

事務局　人間力ですか…。全ての競技に精通すること
ですね。次に男子 4×100mR のメンバーは高
校入学で急速に強くなったと聞きましたが、その
要因はなんですか。

稲垣氏　1 走は 100m 全中出場、2 走は 100m 全中 7 位、
3 走は 200m 九州 8 位、4 走は 200m 県中学 4
位なので、宮崎県の選手としては十分な実績だ
と思います。小・中学校に熱心な指導者の方々
がたくさんいらっしゃいますので、宮崎のジュニ
アのレベルは確実に上がってきていると思って
います。
　高校入学後、全国のファイナリストで戦える
力をつけていくためには、「アセラズ・アワテズ・
アキラメズ」じっくりと、一夏一冬のトレーニン
グを繰り返しながら、早く走る為に必要な要素
を積み上げていくしかありません。3 年生が強け
れば 2 年生・1 年生は練習の中でその感覚を感
じて自然と身に付いていきます。無理に矯正せ
ず、じっくりと育っていって欲しいと思っていま
す。今年の 1 年生もこの秋にきて飛躍的に記録
が伸びてきました。
　そして地方の殻を破るために、全国の競技会
や合宿等に参加させていただいております。お

　前号では宮崎産業経営大
学サッカー部監督の笛真人
氏を紹介いたしました。今
回は県立宮崎工業高校陸上
競技部監督である稲垣徳文
氏にお話を伺いました。

指
導
の

現
場
か
ら 稲垣　徳文氏

県立宮崎工業高校
陸上競技部監督
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かげさまで全国に多くの仲間がいます。視点を
全国に向けてあげることが飛躍に繋がっている
のかもしれません。
　また、リレーにはそれぞれの走順に特性があ
ります。その特性を引き出すためのトレーニング
も行っており、その中でそれぞれの走順に合っ
た選手を配置し、1 走からの流れを大事にして
います。

事務局　指導者にも我慢が大切だということを改めて感
じますね。次に、長年指導をされてきて普段から
心掛けていること、そして強くなる選手とはどの
ような選手だとお考えですか。

稲垣氏　私のモットーは「MAX POWER」です。何事
にも最大限の力で、精一杯取り組むようにしてい
ます。ネガティブではなくポジティブに…。
　そして勇気を出して一歩踏む出すことを心掛
けています。なかなかこの一歩が難しいのです
が、踏み出せばすぐに千歩万歩になります。そ
して億・兆にと無限大に広がっていきます。
　あとは陸上競技者に必要なのは、自分で考え
て行動し、己を律することができること（自主自律）
だと思いますので、選手たちにも自律した高校生
になるように常に話をしています。
　力をつけて全国で戦う選手達は上記のことが
できており、全国各地の大会に行ってもホームで
戦っているように自分のペースでレースに臨むこ
とができています。

事務局　「自主自律」。日常生活が結果に比例してきま
すね。さて、今後も宮崎工業高校陸上部の強さ
は続くと思いますが、今後の目標をお聞かせくだ
さい。

稲垣氏　今シーズン、両リレーについてはインターハイ
優勝と全国高校記録樹立といいう大きな 2 つの
目標を掲げて臨みました。4×100mR → 2 位（県
新・県高校新）、4×400mR → 8 位（県新・県
高校新）という結果で、残念ながら悲願の宮崎

県男子初優勝を成し遂げることはできませんで
した。
　しかし、全国高校記録を打ち立てるという気
持ちはシーズン最後までぶれることはなく、11 月
5日に行われた今シーズン最終戦のエコパトラッ
クゲームズで、連戦が続く中ではありましたが、
学校別全国高校記録にあと0 秒 13 に迫る39 秒
77という全国高校歴代 4 位（学校別 3 位）とい
う立派な記録を出してくれました。40 秒 91 だっ
た県高校記録をこの 3 年間で 1 秒 14 まで縮め
てくれました。
　今回のチャレンジを共にしてきた後輩達と再
び高き目標を掲げ、再度チャレンジしていきたい
と考えております。また、高校時代が全てでは
ないので、オリンピックに向けた育成・強化、国
体での成年種別の継続した得点獲得等につなが
るように、高校卒業後に自らを更に高めていける
選手育成に努めていきたいと思います。

事務局　最後になりますが、本県スポーツ界が更なる
競技力向上を目指す上で、何かお考えがあれば
お聞かせください。

稲垣氏　現在も県の各機関やそれぞれの競技団体で、
競技力向上のためにいろいろと取組が行われて
います。競技結果は年によって善し悪しがあり
ますが、そこだけに一喜一憂せず、大きな夢を
持ち、必ずできるという気持ちで「アセラズ･ア
ワテズ･アキラメズ」「明るく　爽やかに　生き
生きと」「一歩　踏む出す勇気を持って」取り組
んでいくことではないかと思います。多くの方々
にお世話になっていることに感謝して、今後とも
競技力向上に努めていきたいと思います。

事務局　ありがとうございます。今回は御多忙中にも関
わらず、取材に応じていただいたことに感謝申し
上げます。今後の更なる御活躍を期待しており
ます。

取材を終えて
　今回は、稲垣徳文監督にスポット当てました。一言で申し上げますと、非常に熱い監督です。稲垣監督の溢れんばかり
の情熱がひしひしと伝わってまいりました。今回の取材をとおしまして、目標とされている宮崎県男子初優勝は先の話で
はないと感じたしだいです。
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　振り返るとバレーボールの指導に携わり30数年の時が流れた。
　昭和63年4月、夢にまで見た体育教師としてのスタートを切った。28歳の春であった。高校での体育教
師を目指していた私であったが、その当時中学校の採用試験しかなく、6度目の挑戦の末に延岡中学校での
夢へのスタートが始まった。初任から3年担任。何も分からぬまま全てに突っ走った。若さに任せ、ただひ
たすらに頑張っていた頃が今では良き思い出であり、何かしら大きな土台として今の自分を支えてくれてい
るように思う。
　それと同時に憧れていたバレーボールの指導者としてのスタートでもあった。とにかくバレーボールを指
導できる事が楽しくて嬉しくて・・・。初のボーナスでなけなしの金をはたいて、講師時代に考えていたユニ
フォームのデザイン画と一緒にスポーツ店に駆け込んだ。そして入学したばかりの女子バレーボール部員に
　「3年後には全国に、このユニフォームを着て行くぞ」
　そんな無鉄砲な日々が続き、3年目の夏に県大会優勝、九州大会3位の成績で愛媛県の松山市で開催され
た全国中学校体育大会に初出場する事ができた。開会式でユニフォームを着た生徒が涙でかすんでいたの
を今でも懐かしく思い出される。
　延岡中学校で4年目となり、ようやく仕事にも監督としても少しではあるがスムーズに動き出した頃、高
校転籍採用試験のチャンスが訪れ、どうしても春高バレーの夢を捨てきれず、高校への転籍の夢へ挑戦す
る決意を新たにした。
　時は平成4年、宮崎はまさに「夢きらめいて、宮崎の空の下」全国高校総体の年であった。
　4年間の延岡での思い出を胸に、日南高校でのスタートが始まった。悪戦苦闘しながら、オレンジの日南
カラーが県のベスト4の常連として、上位を脅かすまでに4年の歳月が掛かった。5年目に初優勝はしたもの
の全国出場の壁は高く、どうしても私学の常連校には力負けしてしまうのである。
　高校時代から夢にまで見た「春の高校バレー」そう簡単には神様は夢を叶えさせてはくれなかった。煮え
たぎる情熱を秘めながら、平成9年4月いよいよ都城商業への異動とともに18年に渡る苦悩とそして震える
ような感動のスタートを切ることとなった。

都城商業時代の日記より
・平成9年4月22日（火）
今日もミーティングをした。

夢 のへ 挑戦
チーム宮崎ペンリレー

県立都城西高校女子バレーボール部
監督 宮ノ下　雄司
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「先生の勝ちたいと私達の勝ちたいは意味が違う」
「楽しくやって勝ちたい」
「黙って見ててほしい」
「なぜ、髪を結ばないと勝てないのか」
「なぜ、髪を切らないと勝てないのか」
「なぜ、バレー以外のことまで口を出すのか」
「なぜ、なぜ、なぜ、なぜ、なぜ、なぜ」
「だったら、やめる」
これを書きながら、涙が出そうだ。
一生懸命やろうとする気持ちが揺らぐ?
たとえ一人になっても、俺は続ける。

　幾度となくミーティングをした。説得し夢を語り、問いただし続けた。最終的に部員7人、それもほと
んどがレシーバー。この7人をワゴン車にのせ、中学校回りの日々であった。これだけ夢を語れば簡単に
選手が集まると思った。
　しかし現実は、「先生の情熱はありがたいが、やっぱり・・・。」やはり無理かぁ〜
　3年が過ぎようとしていた。しかしその頃からである、生徒の意識が次第に変化し始め、周囲の評価も
上がりつつあった。有望な新入生も夢をともに歩んでくれるようになったのである。
　そして平成13年春 ー
　高校時代から夢に見続けていた「春高バレー全国大会」に出場したのだ。41歳の春、都城商業高校に
赴任して5年目であった。実に25年かけての夢実現、震えるような感動と歓喜の渦の中、我を忘れて泣き
じゃくった。嬉しかった。ただただ嬉しかった。
　平成13年から平成26年までに春高バレー全国大会6回、全国高校総体6回の12回の全国の舞台を経験
させてもらった。
　今、振り返るとひたすらに夢を追い続けた18年間であり、溢れんばかりの情熱こそが我がバレー人生
を支え続けている。技術と指導方法は数多くの諸先輩方から指導をいただき、また盗み、工夫してきたが
この情熱は自ら湧き出るものであり、感じるものである。指導者にとって何をさておいても、まず一番に
大切なものそれは「情熱」である。
　都城西高校に赴任し最後の教師生活とバレーボールにどのような形で接して行こうか随分迷い葛藤も
あったが、やはり私に感動することの素晴らしさを教えてくれたこのバレーボールという競技を通して、
最後の最後まで情熱のある限り、一人でも多くの子供たちに夢を語り、努力する事の素晴らしさを伝え続
ける事が私の使命だと思っている。　　
 
　そして今ここ都城西高校で　生徒と共に汗を流す日々が続いている。
　Last Dreamへの挑戦 を合言葉に!
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編 集 後 記

　本年度の国民体育大会第 36 回九州ブロック大会は、本県が主管県として開催されました。こ
の開催に際し、2 年前より諸会議等を段階的に行い、準備に取り組んでまいりました。無事に
大会が終了したことを御報告申し上げるとともに、携わっていただいた全ての方々に衷心より
感謝申し上げます。また、競技結果も目標とする 40 種別を突破し、計 21 競技 40 種別が本国
体に出場しました。
　本国体である「2016 希望郷いわて国体」においては、目標としていた天皇杯 30 位台を確保
し、39 位という成績でした。また、皇后杯も昨年度の最下位から 44 位と順位をあげることが
できました。この成果が残せたことも、関係各位の御尽力の賜物だと感謝いたします。しかし、
これに満足することはなく来年度の本国体である「愛顔（えがお）つなぐえひめ国体」では天
皇杯順位 30 台中盤を目指していただきたいと考えております。
　さて、それ以外の本協会の取組としては、ワールドアスリート発掘・育成プロジェクトのプ
ログラムの実施及び 2 期生のオーディションの開催、チャレンジマッチの実施、女性アスリー
ト研修会の実施、スポーツ少年団大会の実施や指導者協議会を確立するなどの様々な事業を展
開してまいりました。まだまだ課題等もありますが、それらを真摯に受け止め、全力で改善に
取り組む覚悟であります。今後とも御指導・御鞭撻の程
をよろしくお願いいたします。
　最後になりましたが、広報誌「宮崎体協」の発刊に際
しまして、御多忙の折、本誌への寄稿・写真提供をいた
だきました方々に心からお礼を申し上げ編集後記とさせ
ていただきます。

●事務局● 
公益財団法人 宮崎県体育協会
〒 889-2151 　宮崎市大字熊野字島山 1443-12
KIRISHIMA ヤマザクラ宮崎県総合運動公園受付・案内所 2F
TEL 0985-58-5633  　FAX 0985-58-5630
E-mail / miyazakiken@japan-sports.or.jp

●発行所●  
公益財団法人 宮崎県体育協会
編集発行人　　　川㟢　重雄

●表紙写真● 
第 71回国民体育大会
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